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中学校における心に響く道徳の時間の展開 
 

－ 体験を生かした中学校第１学年（35時間）の学習プログラム －  
 

 
 
 
 

「よりよく生きる力」の育成をめざし，道徳教育の充実が求めら

れている。そのかなめとなる道徳の時間が，そうした力を育成する

場となるためには，生徒が「楽しい，ためになった」と感じる心に

響く学習が必要である。つまり，道徳の時間に，今までもっていた

価値観を揺さぶられ，そこで自己の内面と対峙することで，より深

く価値を自覚し，それをこれからの自分の生き方に反映させていこ

うとする態度が育成されることが重要である。 

そこで，生徒が学校の教育活動の中で共有する身近な体験を道徳

の内容と結びつけることで，日常生活の中から，道徳的価値の自覚

を促し，実践力へと発展させることをめざした。本研究では，その

年間計画と学習プログラムを提示し，実証授業を通して，その有効

性を明らかにするとともに，今後の課題を検討する。 
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はじめに  
 
新学習指導要領の本格実施を来年度に控え， 京
都市では，その移行期間の最終年度である本年度
の「指導の重点」として，「心の教育」の充実を第
一に挙げている。その中で道徳教育が果たすべき
ものとして「心の教育の中心的役割を担う道徳教
育は，人格形成の基盤となる道徳性の育成を目指
すものであり，教育活動全体を通して，一層の充
実を図る必要がある。そのため，道徳教育の『か
なめ』としての道徳の時間においては，各教科等
との関連や家庭，地域社会との連携を図りながら，
体験活動等を生かした多様な取組の工夫に努め，
子どもたちが人間としてよりよく生きていく道徳
的実践力の育成を目指す計画的・発展的な指導を
展開する」と述べている。(1) 
この中で述べられているように，道徳の時間が
生徒にとって「人間としてよりよく生きていく道
徳的実践力の育成」の場となるためには，まず「楽
しい，ためになった」と感じることができる心に
響く道徳の時間でなくてはならない。 
そこで，生徒の体験を生かし，生徒の内面に根
ざした，生徒の心に響く道徳の時間を展開するこ
とが重要になるのである。このことは，教育課程
審議会の答申の中の道徳教育の「改善の基本方針」
の一つに「体験活動等を生かした心に響く道徳教
育の実施」(2)が挙げられていることからも明らか
である。 
しかし，とにかく体験をさせればよいというよ
うな，体験を重視することだけが先走ることには，
注意する必要がある。確かに，生きていく上で必
要な体験が，不足しているために，困難な場面に
遭遇したとき，どういう行動をとればいいのかわ
からず，社会生活に不適応を起こす生徒がいるこ
とが社会的に問題にされている。だからといって，
体験を与えれば，問題解決が図られるというので
は短絡的すぎるのではないだろうか。体験の数を
増やすことに重きをおくのではなく，体験を自分
の生き方にどのようにして生かすのかが大切なの
である。  
体験は日常の学校生活の中にいくらでもある。
まずは，その体験を生かして，道徳の時間に実感
をもって自分の生き方と対峙させ，生徒に道徳的
価値を獲得させていくことから始めるべきである
と考えた。そのように獲得された価値観は，今後
の生徒の生活に実践として生かされていくはずで
ある。 

体験を生かした道徳教育でのある実践において
「子どもたちには，体験をさせるだけでは不十分
である。また，日常の様々な体験も，そのままに
しておくと，日がたつと共に記憶も薄れていく。
授業の中で，体験をより意義のあるものに高め，
次なる体験に生きて働くような手立てが必要とな
ってくる」(3)という生の声がある。つまり，その
手立てが道徳の時間に求められているのである。 
そこで，本研究は，生徒が学校の教育活動の中
で共有する身近な体験を道徳の内容と結びつける
ことで，日常生活の中から，道徳的価値の自覚を
促し，実践力へと発展させることをめざした年間
計画と具体的な学習プログラムを開発し，実証授
業を通して，その有効性を明らかにするものであ
る。 
 
第１章 道徳の時間の 

めざすもの   
 
第 1節 道徳の時間の現状と課題 
 
（１）道徳の時間に求められているもの 
平成 10 年度に新しい学習指導要領が告示され
た。今回の改訂では，道徳教育の充実を図る観点
から，道徳教育の目標が総則の中に掲げられてい
るが，その背景には何があるのだろうか。 
昭和 33年に道徳の時間が特設されて以来，道徳
教育の充実が図られてきた。また，今回の学習指
導要領の改訂においては，学校完全週五日制を視
野に入れ，各教科の授業時数の削減が実施される
中，道徳の時間については現行の 35時間という時
数が確保されている。そこには，現代の子どもた
ちが置かれている状況が大きくかかわっていると
思われる。 
中学生という時期は，一般的に自らの進路や将
来についての関心が高まり，自分の人生をよりよ
く生きたいという内からの願いが強くなる時期で
あると同時に，思春期という心身ともに変化の激
しい不安定な時期でもある。このような時期にあ
る生徒が現代社会の急速な都市化・情報化の中で
自己を見失い，無気力になったり問題行動に走っ
たりする例も少なくない。 
心身の成長がアンバランスな状態にある生徒
は，精神的に不安定になることが多い。そういう
精神的に不安定な時期の生徒が複雑な社会の中
で，自分を客観的・冷静的に見つめることができ
ずに自分を見失うことがある。また，他者とのか
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かわりが希薄になっている社会の中で，自分の悩
みや不安を自分だけで抱え込み，解決できずに，
非社会的や反社会的な行動に走ることもある。さ
らに，表面的には心身とも順調に成長していると
思われる生徒でも，この思春期という自我が確立
していく時期においては，常に自分の将来のこと
に対する不安がついてまわったり，自分と他人を
必要以上に比較したりするなど，悩みや心の揺れ
や葛藤がある。 
このような不安定な時期にある生徒が複雑な社
会の中で生きるためには，どのような力が必要で，
そのために道徳の時間に求められるものは何なの
であろうか。 
金井肇はその著書の中で，「道徳は一人一人のよ
りよい生き方の根本にかかわるものであり，道徳
教育はその実現を目指して行われるものである」
(4)と述べている。そして，「子どもたちはよりよい
生き方を切実に求めている。この願いにこたえる
ように指導することが，道徳教育を実りあるもの
にするための基本的な着眼点である。」(5)とも述べ
ている。 
つまり，人間として生きていく上で，自分がか
けがえのない一人の人間として大切にされ，頼り
にされていることを実感でき，存在感と自己実現
の喜びを味わえる生き方ができる力が必要であ
り，人間としてよりよく生きていく道徳的実践力
を育成していくことが道徳教育，そして，そのか
なめとなる道徳の時間に求められているのであ
る。 
「よりよく生きる力」は，もちろん道徳の時間
だけで身につくわけではない。「よりよく生きる
力」は，家庭，学校，地域社会という生徒を取り
巻くすべての環境の中で育成されるものである
が，とりわけ，教育的意図のもとに，計画的・発
展的に行われる学校の教育活動が担う役割は大き
いと思われる。その中でも，道徳の時間は学校教
育の各教育活動（各教科・特別活動・総合的な学
習の時間・日常生活）における道徳教育のかなめ
として，重要なのである。 
そこで，「よりよく生きる力」の育成に向けて，

道徳の時間がその他の教育活動のかなめとなるた
めに，これらの各教育活動がどのように関連して
いるのか，またその中で道徳の時間が担っている
役割は何なのかということについて，明らかにし
ておく必要があると思われる。 
道徳の時間とその他の教育活動との関連につい
て，押谷由夫がその著書の中で述べていることを
要約すると，「道徳教育のかなめである道徳の時間

においては，道徳的実践力を培っていく。特別活
動では，道徳的体験を充実させる。総合的な学習
の時間においては，道徳的探求と実践を重視する。
各教科においては，道徳的知識や技能を身につけ
る。日常生活では，道徳的感性を育む。」(6)として，
図１－１(7)のような構造を示している。つまり，
学校教育の中で，それぞれの特質を生かしながら
道徳的実践力の育成をめざしているというのであ
る。また，押谷は「これらはあくまでも力点であ
り，それらが相互に混ざり合って，学校全体にお
ける道徳教育がなされることは，言うまでもな
い 」(8)とも述べている。 
このことからもわかるように，各教科・特別活
動・総合的な学習の時間・日常生活の中で培われ
た道徳的実践力の素地が道徳の時間で補充，深化，
統合され，道徳の時間に道徳的価値の自覚に裏打
ちされることによって，道徳的実践力の育成に結
びつくと考えられる。  
ここで言う「道徳的価値の自覚に裏打ちされる」
とは，道徳的価値を自分とのかかわりで捉え，自
己の内面で深く自覚し，他の人の考えを知ること
を通して自分なりに発展させ，自分の生き方に結
びつけるということである。 
つまり，教育活動の中で培われた生徒の「より
よく生きる」ことに関する素地が，道徳の時間に
道徳的価値の自覚に裏打ちされたとき，「よりよく
生きる力」に結びつくと考えたのである。 
 
図１－１ 学校の各教育活動における 

道徳教育の主な力点 

 
（２）道徳の時間の現状 
 道徳の時間が「よりよく生きる力」の育成の時
間となるためには，道徳の時間が生徒にとって充

　　　　　　道徳教育
（人間としてのあり方
              と生き方）

　   日常生活
 （道徳的感性）

　    道徳の時間
  （道徳的実践力）

　　　　 各教科
（道徳的知識・技能）

総合的な学習の時間
（道徳的追求と実践）

　　　特別活動
（道徳的体験）

押谷由夫『新しい道徳教育の理念と方法』
　東洋館出版社，1999年１月，ｐ．37
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実したものでなくてはならない。そのために，ま
ず生徒と指導者が道徳の時間に何を求めているの
かを把握する必要がある。そこで，道徳の時間を
生徒がどのように感じ，学校教育の中でどのよう
な状況にあるのかを考察した上で，道徳の時間の
充実にとって何が求められているのか考えてみる
ことにする。 
 平成 10年度に文部省によって実施された「道徳
教育推進状況調査」によると，「道徳の時間に対す
る生徒の受け止め方」は，表１－１(9)でわかるよ
うに，「ほぼ全員」又は「３分の２くらい」の生徒
が道徳の時間を「楽しいあるいはためになったと
感じている」とする学校は，第１学年で 43.8％，
第２学年で 31.2％，第３学年で 28.8％となってお
り，学年が上がるにつれて，その数字は低くなっ
ていくことがわかる。 
 
表１－１ 道徳の時間の評価（単位％） 
（道徳の時間を「楽しいあるいはためになったと感じてい

る」生徒の学校ごとの割合） 

（『初等教育資料』文部省小学校課編集平成 12 年８月号） 

 

そこで，なぜ，学年が上がると，道徳の時間を
「楽しい，ためになった」と感じる生徒が減って
いくのかまた，どのようなときに「楽しい」と感
じたり，「楽しくない」と感じたりするのかを及川
秀樹が平成７年度に実施した調査結果から考察し
てみたい。（表１－２）(10)(表１－３)(11) 
この調査によると，「楽しい」と感じる理由とし
て，「今まで気づかなかった大切なことに気づいた
り，感動したりすることができるから」「自分の体
験と重ね合わせて考えてみたり，自分だけではな
く他の人もそうなんだなあと感じたりすることが
多いから」などが挙がってきている。また「楽し
くない」と感じる理由として「いつも同じような
授業だから」「資料の内容がつまらないから」「考
えを押しつけられたりお説教に聞こえてしまうこ
とが多いから」「わかりきったことしかないので，
感動したり深く考えたりすることが少ないから」
といった回答が多かった。 

表１－２ 道徳の時間を楽しいと感じる理由 （単位％） 

（『道徳教育』明治図書，1997 年４月号臨時増刊） 
表１－３ 道徳の授業を楽しくないと感じる理由（単位％） 

（『道徳教育』明治図書，1997 年４月号臨時増刊） 
これらのアンケート結果から，生徒が道徳の時
間を楽しいと感じるのは，資料に感動したり，自
分の体験と重なったりして，心が動くことにより
深く自分の内面と対話し，新たな気づきのあると
き，つまり，自分の心に受け止めるものがある場
合だということがわかる。わかりきったことをく
どくど言われるタテマエの道徳の時間や自分に関

区分 ほぼ全
員 

３分の
２くら
い 

半分く
らい 

３分の
１くら
い 

ほとん
どいな
い 

第１
学年 8.2 35.7 39.8 15.2 1.2 

第２
学年 5.1 26.1 44.1 22.8 1.8 

中
学
校 

第３
学年 4.9 23.9 41.1 27.0 3.1 

中学校  
1年生 2年生 3年生 

いろいろな友達の意見や考え方
が聞けるから 31.2 23.6 23.5 

今まで気づかなかった大切なこ
とに気づいたり，感動したりす
ることができるから 

37.2 32.1 34.3 

自分のしっかりした考え方がも
てるようになるから 20.2 15.9 15.5 

自分の知りたいことや求めてい
ることが学べるから 11.2 10.8 9.6 

自分の体験と重ね合わせて考え
てみたり，自分だけではなく他
の人もそうなんだなあと感じた
りすることが多いから 

34.6 31.2 38.2 

自分の生活や生き方について考
えることができるから 17.8 19.5 17.7 

資料が，興味深く，心をうつも
のが多いから 23.0 26.4 32.3 

いろいろな方法で楽しく授業を
してくれるから 33.1 24.9 18.5 

先生が一生懸命真剣に指導して
くれるから 11.0 6.6 6.1 

その他 3.8 4.3 3.0 

中学校  
1年生 2年生 3年生 

友達の意見を聞いてもあまり役
に立たないから 11.9 10.4 10.2 

わかりきったことしかないので
感動したり深く考えたりするこ
とが少ないから 

24.0 20.6 22.7 

考えを押しつけられたり，お説
教に聞こえてしまうことが多い
から 

30.6 26.3 27.1 

自分が本当に知りたいことや求
めていることが学べないから 20.2 18.2 16.2 

自分には関係ない話だと思って
しまうから 20.0 19.5 16.8 

自分の生活や生き方を考えるこ
とができないから 8.1 7.2 5.4 

資料の内容がつまらないから 26.4 32.1 32.1 
いつも同じような授業だから 49.4 54.4 53.2 
その他 9.0 7.7 6.6 
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係のないことだと感じる道徳の時間は生徒にとっ
ては楽しくないのである。このことは，子どもの
発達段階と関係があるのではないかと思われる。 
 田中純夫は，中学生を含む青年期は，「既存の社
会体制や価値体系に挑んでは跳ね返されながら自
己を確立し，社会の権威性を内面に取り入れてい
く過程が含まれている」(12)と述べている。たとえ
ば，学校の規則について考えてみると，「学校の規
則は守るべきもの」と考えていた子どもが，ある
時期にくると，「なぜその規則を守らなければなら
ないのか」を考え始める。そして，自分の納得の
いかない規則については反発し，また，守る必要
を感じていても，友達関係を優先して守らなかっ
たり，自分を規制するものに対して，むやみに反
抗したりする。子どもはこういう過程を歩みなが
ら大人へと成長するのである。この時期に当たる
のが中学生の時期なのである。 
 この時期にある中学生が，心を動かされるよう
な新たな気づきのないままのタテマエの道徳の授
業では「楽しかった，ためになった」と感じない
のは当然である。生徒は，今まで自分が生きてき
た経験から，よいこと，悪いことの判断はできる。
また，望ましい人間関係がどのようなものである
のかは，理屈では理解している。しかし，よいと
分かっていながら，できないことがある。うまく，
人間関係がもてないことがある。それが，なぜか
を知りたいのである。  
 つまり，生徒が道徳の時間に求めているものは，
自分が社会でどのようにして生きていくべ
きかを教えてくれたり，自分の抱えている悩
みや苦しみは自分だけではな
いという安堵感を与えてくれ
たりする，自分の心に受け止め
るものの存在である。道徳の時
間にこのような欲求が満たさ
れたとき，生徒は道徳の時間が
「楽しい」「ためになった」と
感じるのだと思われる。 
 一方，指導者が道徳の時間に
求めているものも，どのように
したら生徒が心に受け止める
時間にできるのかという答え
である。今，道徳の時間に必要
なものは生徒が心に受け止め
る時間を，すなわち生徒の心に
響く道徳の時間を，どのように
して生み出していくのかとい
うことなのである。 

第２節 体験を生かした道徳の時間の在り方 
 
（１）体験を道徳の時間に生かす意義 
 では，「よりよく生きる力」の育成をめざして，
道徳の時間が生徒にとって「楽しい，ためになっ
た」と感じることができる心に響く時間となるた
めには，具体的に道徳の時間をどのようにしてい
けばいいのだろうか。 
すでに知っていることを何回聞いても，心に響
く道徳の時間とはならない。心に響く時間となる
には，図１－２で示すように，まず，その時間に
教材と出会い，感動することで「心に残る」時間
となることから始まる。そして，教材を通して，
これまで自分がもっていた価値観が揺さぶられた
り，他の人の考えを聞いたりすることで，自己の
内面と対話し，「心が動き」，深く価値を自覚する。
さらに，このような過程を踏んだ価値観を，自分
の生き方に反映させていこうとする意欲や態度が
育ったとき，「心に響く」道徳の時間となり，「よ
りよく生きる力」の育成につながるのである。 
そこで，道徳の時間を心に響く時間とするため
に改善を図るとき，道徳の時間そのものの改善と，
道徳の時間へのアプローチの改善という二つの面
が考えられる。 
 図１－２に示しているように，教材や学習方法
や学習形態などの道徳の時間そのものの改善は，
道徳の時間が「心に残る」ことと，道徳の時間に 
「心が揺さぶられ，心が動く」ことを深めること

につながると考
えられる。 図１－２ 心に響く道徳の時間と改善点 
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教材との出会いによる感動 《心に残る》 

教材を通しての自己との対話 
 
《心が揺さぶられ，
   心が動く》 

自己の内面で自覚した価

値を生き方に反映させよ

うとする意欲や態度 
《心に響く》 

よりよく生きる力 

ステップ２ 

ステップ３ 

【改善点】 

道徳の時間そのものの改善 
・ 教材 
・ 学習方法 
・ 学習形態 

道徳の時間へのアプローチ
の改善 
・ 日常の自己の生活との
つながり 

・ 体験を生かす 
・ 各教科，特別活動，総
合的な学習の時間との 
関連 
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たとえば，日常とのつながりを視野に入れなが
ら，生徒の興味・関心を引き出す読み物資料を使
ったり，慣れ親しんでいるテレビやＣＤなどの視
聴覚教材を用いたり，ワークシートを工夫したり
するなどの教材の改善は，道徳の時間に対する生
徒の固定したイメージに変化を与え，展開におい
て，多面的な思考を導き出すための導入に有効で
ある。また，生徒の感性を刺激するようなインパ
クトのある資料を使うことは，生徒の今までの価
値を揺さぶることにつながると思われる。 
また，ロールプレイや，グループエンカウンタ
ーや，フォトランゲージの手法を用いるなどの学
習方法の改善は，今までとは異なる面から価値に
迫ることができ，自分の内面をさまざまな方向か
ら見つめる契機となるであろう。 
さらに，学年道徳や保護者・地域の人の参加や，
ティームティーチングなどの学習形態の改善で
も，道徳の時間に対する固定したイメージを払拭
することや，さまざまな人の意見を聞くことがで
きることで，さらに内面での対話が深まることが
期待できる。 
一方，道徳の時間へのアプローチの改善は，道
徳の時間に「心が揺さぶられ，心が動く」ことと，
道徳の時間が「心に響く」ことに深く関係すると
考えられる。 
つまり，日常の自己の生活とのつながりを生か
した道徳の時間や，体験を生かした道徳の時間，
各教科や特別活動や総合的な学習の時間などの教
育活動と連携した道徳の時間などは，道徳の時間
で深めようとしている価値を自分のこととして実
感することにつながり，これからの生き方に結び
ついていくことにおいて，重要であるだろう。 
ところで，生徒が道徳の時間を「楽しい，ため
になった」と感じるためには，指導者がどうすれ
ばよいのかと考えるとき，どうしても道徳の時間
そのものを改善して生徒に授業そのものへのイン
パクトを強め，心に残る授業にしようと考えるこ
とが多い。しかし，前述したように，心に残るこ
とだけでは，心に響くことにはならない。今まで
経験したことのないような授業で生徒の心に残っ
たとしても，自己との対話により自覚した道徳的
価値を自分の生き方に反映させていこうとする意
欲や態度が育たなければ，心に響いたとはいえず，
その授業はその場限りのイベントに過ぎないもの
になってしまうのではないだろうか。  
もちろん，授業そのものの改善は，道徳の時間
が心に残ったり，その時間に心が揺さぶられたり，
動かされたりすることにおいては，重要であると

思われる。しかし，これだけでは，自覚した価値
が心に響き，生徒の生き方に反映することにはつ
ながらず，「よりよく生きる力」の育成には発展し
ないのではないだろうか。つまり，道徳の時間で
取り上げた道徳的価値が日常の生活に結びついて
初めて，道徳的実践力の育成が図られるというこ
とが基盤になくてはならないのである。 
このように，道徳の時間そのものの改善と，道
徳の時間へのアプローチの改善は，どちらか一方
に力を入れただけでは，「心に響く」道徳の時間に
なることはなく，双方を改善の視点として，道徳
の時間の開発にあたることが大切であると考え
た。 
そこで，今回の研究では，道徳の時間そのもの
の改善と，アプローチの改善の二つの面から，体
験を生かした道徳の時間を開発することにした。  
シュプランガー（ドイツ，1882~1963）の言葉
に『他人の心の動きは自分の体験に照らしてしか
理解できない』とあるように，道徳の時間にどの
ような資料を使うにしても，生徒は自分の体験に
照らし合わせて，その資料を理解し，思考判断し，
行動しようとする。    
たとえば「思いやり」をねらいとした道徳の時
間を考えてみる。すると，思いやりの心が大切だ
ということはわざわざ道徳の時間に言わなくても
生徒は知っている。そのようなことを指導者が何
度言っても，生徒の心に響くことはない。しかし，
生徒は，今までの自分の体験から，困っている人
がいても，知らない顔をしてしまうことがあるこ
と，頭では分かっていても，そのときの自分のお
かれた状況によって，自分の思いが行動に表せな
いことがあることを知っている。また，人間関係
から，どうしても相手に「思いやり」の心が沸い
てこないことがあることも自分の体験から実感し
ている。 
そこで「なぜ，よいと思いながらもできないの
だろうか」「なぜ，悪いと知りながらも，そのよう
な行為を行ってしまうのだろうか」というところ
を自分の体験を通して深く掘り下げていくことに
よって，生徒は「思いやり」という価値を自分の
こととして捉え，自分を振り返り，自己の内面と
対話することになる。そして，このようにして，
心が揺さぶられ動き，さらには，自己の内面で自
覚した価値観が，自分の生き方に反映されたとき，
心に響く道徳の時間となるのである。このとき，
生徒は道徳の時間を「楽しい，ためになった」と
捉えるのである。   
つまり，道徳の時間において，価値の自覚を深
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め，それを生徒の生活と結びつけ，実践力の育成
を図るためには，いかにしてその時間の中で生徒
の体験したことを生かし，価値を自分のこととし
て実感させ心に響く時間とするかが重要だと思わ
れる。そこで，道徳の時間で学んだことが，単に
知識だけで終わるのではなく，生徒が体験したこ
とを通して自己の内面と対話し，そこで得られた
価値を，これからの生き方に反映させていこうと
する意欲や，態度を育成することをめざした。そ
うすることによって，道徳の時間が心に響く時間
となり，その時間で培われた道徳的実践力が日常
生活の中で道徳的実践に結びつくのではないかと
考えたのである。 
 
（２）生かすべき体験とは 
前項で，心に響く道徳の時間にするために，体
験を生かすことが大切であることを述べたが，そ
れでは次に，道徳の時間に「生かすべき体験」と
はどのようなものかを考えていきたい。 
もちろん，生徒にとって，日々の生活すべてが
体験である。生徒はこの世に誕生して今に至るま
でに家庭や学校や地域社会でさまざまな体験をし
て成長してきた。しかし，もちろんその体験は生
徒によって異なっている。 
それぞれの生徒がそれぞれの場所で体験したこ
とを道徳の時間に生かすことも大切である。しか
し，道徳の時間に生徒のそれぞれ異なった体験か
ら道徳的価値を深めていくよりも，同じ時間に同
じ場所で共有した体験をもとに，他の人の意見を
聞いたり，お互いの意見を交換しあったりする方
が，より価値が高められたり，深められたりする
と思われる。体験を道徳の時間に生かすことを主
に考えるならば，それは，生徒にとって共有でき
る学校教育での体験が望ましいと考えた。 
学校の教育活動には，各教科・特別活動・道徳
の各領域と，総合的な学習の時間やこれらの授業
以外の朝や帰りの学級の時間，休憩，給食，清掃，
放課後，部活動の時間などの日常生活がある。そ
して，これらの学校教育での体験は，すべてが教
育的意図をもった体験を組み込んだ活動であるこ
とから，体験活動と捉えられる。この体験活動が
生徒にとって共有する体験であり，それを生かし
て道徳の時間に生徒に価値の自覚を促すのであ
る。 
また，体験を生かした道徳の時間は，道徳の時
間の充実だけでなく，体験そのものも発展したも
のにする。道徳の時間がどのような働きをするこ
とが体験の充実に結びつくのかについて，「体験」

と「経験」との関連から述べておく。 
「経験を積む」とはいっても，「体験を積む」と
はいわない。つまり，「経験」は積み重なっていく
活動であり，「体験」はその場だけの活動であると
いえるのではないか。しかし，「体験」も「経験」
として積み重なることはできるし，むしろ「体験」
を「経験」としていくことが大切だと思われる。  
このことを梶田叡一は，その著書の中で「主我
が行なう意識的無意識的な活動とそこでの諸体験
のうち，主我の側になんらかの形で残され，意味
づけられ，蓄積され，利用されるものが経験と言
ってよい。したがって，主我の活動や体験のすべ
てが経験として残っていくわけではない」(13)と述
べている。また，体験の経験化について「自己意
識のうちで重要な一部が記憶され，関連する活動
や体験の記憶や意味づけ等がそれを核として組織
されるという形で自己概念が成立していくものと
考えられるが，この段階に至ってはじめて活動や
体験が経験化されたということになるであろう」
(14)と述べている。そして，学校教育においては，
生徒が，体験それ自体から少し身を離して，その
体験が自分に与えてくれるものを吟味・確認して
いき，体験を経験化する役割を道徳の時間に求め
ているのである。(15)  
 つまり，学校の教育活動の中のさまざまな体験
を，その場限りのもので終わらせるのではなく，
体験で実感した価値を道徳の時間で，補充，深化，
統合することによって，より内面で自覚し，それ
を，これからの生き方につなげていくのである。
そして，そのとき初めて，体験は，意味ある経験
として，生徒に蓄積されていくと考えられるので
ある。 
最後に，「体験を生かした道徳の時間」という場
合の，体験と道徳の時間の関連について『中学校
新道徳授業の基本用語辞典』を引用して，確認し
ておきたいと思う。ここで，「体験活動は道徳教育
上，大別して二つの意味で重要である。一つは，
人間として成長するために必要な体験，例えば触
れ合い体験や自然体験などを欠いた生徒が多い今
日，それを補うために重要である。もう一つは，
道徳的価値の自覚は，自らの体験を振り返ること
を通して可能になることから，価値の自覚を深め
るための素材として重要である。道徳の時間で特
に重要なのは，この意味においてである。」(16)と
ある。つまり，道徳の時間に体験を生かすとは，
道徳の時間に体験的な活動そのものを実施するの
ではなく，それをどのように道徳の時間に位置づ
けるかという意味である。体験と道徳の時間の関
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係は，体験を生かして心に響く道徳の時間とし，
価値のより内面的な自覚の深まりを促したり，深
まった道徳的価値のもとにねらいのある体験的な
活動を行ったりするという相補的な関係である。 
そこで，道徳の時間と学校の教育活動における
体験の関連を図１－３に示した。 

 
図１－３ 体験と結びついた道徳の時間における「より

よく生きる力」の育成構想図 

 
 
図で示したように，学校の教育活動全体の中で
のさまざまな体験活動の中の体験を生かし，生徒
が自分のこととして道徳的価値を捉えたとき，生
徒の心は動き，価値を深く自覚したり，発展させ
たりすることができるのである。 
そして，道徳の時間に，体験で実感した価値を
補充，深化，統合しながら，自己を振り返り，自
己の内面と対話し，今後に向けての自分の課題に
気づき，将来において，これに主体的に取り組も
うとするとき，体験は意味ある経験として，生徒
の中に蓄積されていくのである。そして，その姿

こそが生徒がよりよく生きようとする姿なのであ
る。 
なお，体験を道徳の時間に生かすことを考える
場合，体験に含まれる道徳的価値を道徳の内容項
目の視点で分析することが必要である。そうする
ことによって，体験と道徳の時間が共通するねら
いのもとに結びつくことができ，体験を生かした
道徳の時間の学習プログラムの開発ができると考
えた。そのため，次章では，体験と道徳の内容と
を結びつけるために，道徳の内容項目を整理・
分析し，体験のねらいに含まれる道徳的価値と
の関連を検討することから始めることにした。
そして，それをもとに，「体験を生かした 35
時間の道徳の時間の学習プログラムを提示す
る。 
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第２章 道徳の時間の学習プログ
ラムの開発と展開 

 
第１節 学習プログラムの開発に向けて 
 
（１）道徳の内容項目の整理と分析 
中学校の新学習指導要領・道徳では，道徳教育
の目標を達成するために指導すべき内容項目を４
つの視点に分けて示しており，さらにそれらの視
点の下に 23の内容項目が分類し挙げられている。
(17)これらは，道徳の時間はもとより，教育活動全
体を通して行われる道徳教育の内容である。 
４つの視点と 23 の内容項目の整理と分析のた

めに，まず４つの視点がどのような関係にあるの
か検討をしてみた。４つの視点とは次に示すもの
である。 

これらの４つの視点は人間関係の広がりから捉
えると，図２－１で示すように，自分自身を対象
とする視点１を中心に，他の人とのかかわりを対
象とする視点２，集団や社会とのかかわりを対象
とする視点４，人間を包む自然や崇高なものとの
かかわりを対象とする視点３が同心円状に構成さ
れていると考えられる。 
また，４つの視点は，相互に深い関連を持って
おり，それぞれの視点は，他の視点との関連を踏
まえることによって，一層内容が充実することに
なる。(18)そこで，それぞれの視点が相互にどのよ
うな関連をもっているのかを検討することにし
た。 
登浩二は，「どんなに自分自身以外の他者を憧
れ，尊敬し，慕ったとしても他者になりかわるこ
とは不可能である。生きていくのは自分自身であ
り，自分自身のすべてが自分自身の出発点である
ことを認識しながら，自分自身のよりよい生き方
を求め続けることが，人間には生まれながらに運
命づけられている」(19)と述べている。 
つまり，人間として「よりよく生きる」ことを
求め続け，道徳教育において，「よりよく生きる力」
の育成をめざすとき，自分自身を深く知ること，
つまり自己理解が不可欠であり，基盤となると思

われる。そして自己理解は，自分を取り巻く他の
人や，自分が属している集団や社会とのかかわり
の中で深まっていくものであり，さらに自分とい
う素材を見つめれば見つめるほど，自分の生命の
不思議さや有限性，自分の生命を支えている自然
や崇高なものとのかかわりを自覚せざるを得ない
ため，その自覚を通して，人間理解・他者理解・  
自己理解が深化すると思われる。 
これらのことを，道徳の４つの視点から考えて
みると，１の視点の「自分自身に関すること」が
基盤となり，視点２の「他の人とのかかわりに関
すること」や視点４の「集団や社会とのかかわり
に関すること」と関連させることで，自己理解・
他者理解・人間理解が深まり，それぞれの視点が
発展すると考えられる。そして，それぞれの視点
を３の視点の「自然や崇高なものとのかかわりに
関すること」で再び捉えることでこれらの視点の
理解は，一層深められ，１の視点へと戻っていく
と考えられるのではないかと思うのである。そこ
で，４つの視点の関係を図２－１のように捉えた
のである。 
図２－１ ４つの視点の構造図 

 
これら４つの視点の関係については，１年間の
学習プログラムの流れを検討する際の根幹に当た
るところである。 
次に， 23 の内容項目の分析をしてみることに
した。それぞれの内容項目を読んでいくと，一項
目内にかなりの道徳的価値が複合されているもの
がいくらかある。たとえば，表２－１の視点１の

視点１ 主として自分自身に関するもの 
視点２ 主として他の人とのかかわりに関す

るもの 
視点３ 主として自然や崇高なものとのかか

わりに関するもの 
視点４ 主として集団や社会とのかかわりに

関するもの 自己実現  

自己理解  

３  主 と し て 自 然 や 崇
高 な も の と の か か わ り
に関すること  

４  主として集団や社会
とのかかわりに関するこ
と  

２  主 と し て 他 の
人 と の か か わ り に
関すること  

１  主 と して 自 分
自身に関すること  

発    展  

深    化  

人間理解  他者理解  
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（５）に「自己を見つめ，自己の向上を図るとと
もに，個性を伸ばして充実した生き方を追求する」
とある。この内容項目には，自分をしっかりと見
つめるという「思慮，反省」の道徳的価値と，自
分のことをよく知ったうえで，悪いところは改め，
良いところを伸ばしていくという「個性伸長」の
道徳的価値が含まれている。 
 体験を生かした道徳の時間を開発する場合，体 
験が含んでいる道徳的価値と道徳の内容項目との
つながりを検討する必要があると思われる。そ 

の際に内容項目に複合されている道徳的価値を具  
体化し，いくつかのキーワードで整理することで，
体験と道徳の時間のつながりが明確になり，ねら 
いがはっきりとした道徳の時間が開発できるので
はないかと考えた。 
そこで，内容項目を具体化し，キーワードを見
つけるために，村田昇の内容項目の考察を参考に
し(20)，小学校の内容項目からの系統性・発展性を
分析することで，中学校の内容項目に含まれてい
る道徳的価値を見直すことにした。（表２－１） 

表２－１ 小学校との内容項目の関連   
視点１ 主として自分自身に関すること 

視点２ 主として他の人とのかかわりに関すること 

キーワード 小学１，２年生 小学３，４年生 小学５，６年生 中学生 

節度 
自立 

1-(1)健康や安全に気を付
け，物や金銭を大切にし，
身の回りを整え，わがま
まをしないで，規則正し
い生活をする。 

 1-(1)自分でできることは
自分でやり，節度のある
生活をする。 

 1-(1)生活を振り返り，節
度を守り節制に心掛け 
る。 
 

 1-(1)望ましい生活習慣を身に付け，心身の健康の増進を図り，
節度を守り節制に心掛け調和のある生活をする。 

努力 

1-(2)自分がやらなければ
ならない勉強や仕事は，
しっかりと行う。 

      

忍耐 
意志 

  1-(3)自分でやろうと決め
たことは，粘り強くやり
遂げる。 

    

希望 
向上心 

    1-(2)より高い目標を立
て，希望と勇気をもって
くじけないで努力する。 

 1-(2)より高い目標を目指し，希望と勇気をもって着実にやり
抜く強い意志をもつ。 

判断 
勇気 

1-(3)よいことと悪いこと
の区別をし，よいと思う
ことを進んで行う。 

 1-(4)正しいと思うこと
は，勇気をもって行う。 
 

    

自主 
自律 

    1-(3)自由を大切にし，規
律ある行動をする。 

 

正直 
誠実 

1-(4)うそをついたりごま
かしたりしないで，素直
に伸び伸びと生活する。 

 1-(5)正直に，明るい心で
元気よく生活する。 

 1-(4)誠実に，明るい心で
楽しく生活する。 

 

1-(3)自律の精神を重んじ，自主的に考え，誠実に実行してそ
の結果に責任を持つ。 
 
 

真理 
理想 

    1-(5)真理を大切にし，進
んで新しいものを求め，
工夫して生活をよりよく
する。 

 1-(4)真理を愛し，真実を求め，理想の実現を目指して自己の
人生を切り拓いていく。 

思慮 
反省 

  1-(2)よく考えて行動し，
過ちは素直に改める。 

    

個性伸長 

    1-(6) 自分の特徴を知っ
て，悪い所を改めよい所
を積極的に伸ばす。 

 1-(5)自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性を伸ば
して充実した生き方を追求する。 

 

キーワード 小学１，２年生 小学３，４年生 小学５，６年生 中学生 

礼儀 
2-(1)気持ちのよいあいさ
つ，言葉遣い，動作など
に心掛けて，明るく接す
る。 

 
2-(1)礼儀の大切さを知
り，だれに対しても真心
をもって接する。 

 2-(1)時と場をわきまえ
て，礼儀正しく真心をも
って接する。 

 2-(1)礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動をとる。 
 

思いやり 
親切 

2-(2)身近にいる幼い人や
高齢者に温かい心で接
し，親切にする。 

 2-(2)相手のことを思いや
り，親切にする。 
 

 2-(2)だれに対しても思い
やりの心をもち，相手の
立場にたって親切にす
る。 

 
2-(2)温かい人間愛の精神を深め，他の人々に対し感謝と思い
やりの心をもつ。 

尊敬 
感謝 

2-(4)日ごろ世話になって
いる人々に感謝する。 
 

 2-(4)生活を支えている
人々や高齢者に，尊敬と
感謝の気持ちをもって接
する。 

 2-(5)日々の生活が人々の
支え合いや助け合いで成
り立っていることに感謝
し，それにこたえる。 

  

友情 
信頼 

2-(3)友達と仲良くし，助
け合う。 
 

 2-(3)友達と互いに理解
し，信頼し，助け合う。 
 

 2-(3)友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち，互
いに励まし合い，高め合う。 

異性理解 
    

2-(3)互いに信頼し，学び
合って友情を深め，男女
仲良く協力し助け合う。 

 

2-(4)男女は，互いに異性についての正しい理解を深め，相手
の人格を尊重する。 

寛容 
謙虚 

    2-(4)謙虚な心をもち，広
い心で自分と異なる意見
や立場を大切にする。 

 2-(5)それぞれの個性や立場を尊重し，いろいろなものの見方
や考え方があることを理解して，謙虚に学ぶ広い心をもつ。 
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視点３ 主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること 

視点４ 主として集団や社会とのかかわりに関すること 

小学校と中学校の内容項目は，「人間としての生
き方の自覚」を身につけることをめざし，児童生
徒の発達的特質を考慮して，学年段階に応じて各
項目が系統的・発展的に示されている。そこで，
小学校の低学年（第１学年及び第２学年）中学年
（第３学年及び第４学年）高学年（第５学年及び
第６学年）中学校の内容項目を「最初の段階から
継続的に取り上げられているもの」「学年段階が上
がるにつれて新たに加えられるもの」「学年段階 
が上がるにつれて統合されていくもの」という視 
点からその系統性・発展性を分析することにした。
たとえば，視点２の「礼儀」については，その 
発達段階にあわせて，児童の身近にある具体的な
内容の表記から学年が進むにつれて，抽象的な表
記に変わるものの小学校低学年から中学校まで，
継続的に取り上げられている内容である。 
また，同じく視点２の「寛容・謙虚」について

は，他の人とのかかわりにおいて，その基盤とな
る「礼儀」「思いやり・親切」「尊敬・感謝」「友情・
信頼」が培われた上で，小学校高学年になって新
たに加えられた内容であり，それは，中学校へと
継続していく。 
さらに，視点１の「思慮・反省」のように，小
学校中学年で新たに加えられた「よく考えて行動
し，過ちは素直に改める」という内容は，小学校
の高学年では低学年から継続して取り上げられて
いた「節度・自立」に「生活を振り返り」という
言葉で統合されている。そして，中学校では再び，
小学校の高学年で新たに加わった「個性伸長」と
いう内容とともに統合され，「自己を見つめ，自己
の向上を図るとともに，個性を伸ばして充実した
生き方を追求する」と，一つの内容項目になって
いる。 
このようにみていくと，中学校の 23の内容項目

キーワード 小学１，２年生 小学３，４年生 小学５，６年生 中学生 

自然愛 
3-(1) 身近な自然に親し
み，動植物にやさしい心
で接する。 

 3-(1)自然のすばらしさや
不思議さに感動し，自然
や動植物を大切にする。 

 3-(1)自然の偉大さを知
り，自然環境を大切にす
る。 
 

 

敬虔 
畏敬 

3-(3)美しいものに触れ，
すがすがしい心をもつ。 
 

 3-(3)美しいものや気高い
ものに感動する心をも
つ。 
 

 3-(3)美しいものに感動す
る心や人間の力を超えた
ものに対する畏敬の念を
もつ。 

 

 
 
 
3-(1)自然を愛護し，うつくしいものに感動する豊かな心をも
ち，人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深める。 

生命尊重 
3-(2)生きることを喜び，
生命を大切にする心をも
つ。 
 

 3-(2)生命の尊さを感じ取
り，生命あるものを大切
にする。 
 

 3-(2)生命がかけがえのな
いものであることを知
り，自他の生命を尊重す
る。 

 3-(2)生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重
する。 
 

強さ 
気高さ 

      3-(3)人間には弱さや醜さを克服する強さや気高さがあること
を信じて人間として生きることに喜びを見いだすように努め
る。 

 

キーワード 小学１，２年生 小学３，４年生 小学５，６年生 中学生 

役割 
責任 

    4-(1)身近な集団に進んで
参加し，自分の役割を自
覚し，協力して主体的に
責任を果たす。 

 4-(1)自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め，
役割と責任を自覚し集団生活の向上に努める。 

権利 
義務 

 4-(2)法やきまりの意義を理解し，遵守するとともに，自他の
権利を重んじ義務を確実に果たして，社会の秩序と規律を高
めるように努める。 

公徳心 

4-(1)みんなが使うものを
大切にし，約束やきまり
を守る。 

 

4-(1)約束や社会のきまり
を守り，公徳心をもつ。 
 

 
4-(2)公徳心をもって法や
きまりを守り，自他の権
利を大切にし進んで義務
を果たす。   4-(3)公徳心及び社会連帯の自覚を高め，よりよい社会の実現

に努める。 

正義 
公平公正 

    4-(3)だれに対しても差別
をすることや偏見をもつ
ことなく公正，公平にし，
正義の実現に努める。  

 4-(4)正義を重んじ，だれに対しても公正，公平にし，差別や
偏見のない社会の実現に努める。 

勤労 
奉仕 

  4-(2)働くことの大切さを
知り，進んで働く。 

 4-(4)働くことの意義を理
解し，社会に奉仕する喜
びを知って公共のために
役に立つことをする。 

 4-(5)勤労の尊さや意義を理解し，奉仕の精神をもって，公共
の福祉と社会の発展に努める。 

家族愛 

4-(2)父母，祖父母を敬愛
し，進んで家の手伝いな
どをして，家族の役に立
つ喜びを知る。 

 4-(3)父母，祖父母を敬愛
し，家族みんなで協力し
合って楽しい家庭をつく
る。 

 4-(5)父母，祖父母を敬愛
し，家族の幸せを求めて，
進んで役に立つことをす
る。 

 4-(6)父母，祖父母に敬愛の念を深め，家族の一員としての自
覚をもって充実した家庭生活を築く。 

愛校心 

4-(3)先生を敬愛し，学校
の人々に親しんで，学級
や学校の生活を楽しくす
る。 

 4-(4)先生や学校の人々を
敬愛し，みんなで協力し
合って楽しい学級をつく
る。 

 4-(6)先生や学校の人々へ
の敬愛を深め，みんなで
協力し合いよりよい校風
をつくる。 

 4-(7)学級や学校の一員としての自覚をもち，教師や学校の
人々に敬愛の念を深め，協力してよりよい校風を樹立する。 

郷土愛 
4-(4)郷土の文化や生活に
親しみ，愛着をもつ。 
 

 4-(5)郷土の文化と伝統を
大切にし，郷土を愛する
心をもつ。 

  4-(8)地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し，社会
に尽くした先人や高齢者に尊敬と感謝の念を深め，郷土の発
展に努める。 

愛国心 

  

 
 
4-(7)郷土や我が国の文化
と伝統を大切にし，先人
の努力を知り，郷土や国
を愛する心をもつ。 

 4-(9)日本人としての自覚をもって国を愛し，国家の発展に努
めるとともに，優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献
する。 

国際理解 

  

4-(6)我が国の文化と伝統
に親しみ，国を愛する心
をもつとともに，外国の
人々や文化に関心をも
つ。 
 

 

4-(8)外国の人々や文化を
大切にする心をもち，日
本人としての自覚をもっ
て世界の人々と親善に努
める。 

 4-(10)世界の中の日本人としての自覚をもち，国際的視野に立
って，世界の平和と人類の幸福に貢献する。 
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に含まれている複数の価値が明らかになり，キー
ワードを見つけ出すことができた。 
そして，そのキーワードをもとに，体験のねら
いに含まれる道徳的価値を道徳の内容項目の視点
で分析し，それぞれの体験と道徳の時間の関連を
分析した。 
 
（２）体験と内容項目との関連 
学校の教育活動における体験にどのような道徳
的価値が含まれているかを検討するために，体験
と道徳の内容項目（前項で分析した 30のキーワー
ド）との関連をマトリックスで整理することにし
た（表２－２）。なお，一つの体験の中には，複数
の道徳的価値が含まれているため，その中でもと
くに関連の深いものに◎をつけてみた。 
ここで取り上げる体験は，すべての生徒に共有
する活動を通じての体験であり，しかも一般的に
中学校で行われているものという観点で選択し
た。そして，その体験を「年 1回行なわれる体験」 
 

「年間を通し定期的に行なわれる体験」「年間継続 
的に行なわれる体験」の３パターンに分類し，内
容項目との関連を分析することにした。 
また「年 1 回行なわれる体験」には，入学式や
卒業式などの儀式的行事も含んでいる。儀式的行
事については，学習指導要領の第４章「特別活動」
第２「内容」Ｃ「学校行事」に含まれており，「学
校生活に有意義な変化や折り目を付け，厳粛で清

新な気分を味わい，新しい生活の展望への動機付
．．．．．．．．．．．．．

けとなるような活動
．．．．．．．．．

を行なうこと」（傍点は筆者に
よる）（21）とある。本研究での学校教育における
体験は，第 1章第２節（２）「生かすべき体験とは」
の項で示したように，教育的意図をもって組織さ
れたものであり，経験とし生徒の内面に積み重な
ってくものと捉えているので，前述した儀式的行
事の内容と照らし合わせても，体験として道徳の
時間に生かすことは，生徒の道徳的価値を深める
上で，有効であると考えた。 

 
▽年１回行われる体験  

１学期   ２学期  ３学期  

視
点 

 
入
学
式 

新
入
生
歓
迎
会

 
学
校
案
内 

学
級
目
標 

部
紹
介 

春
体
壮
行
会 

創
立
記
念
日 

日
曜
参
観 

宿
泊
合
宿 

夏
季
大
会
開
会
式

 

リ
ー
ダ
ー
合
宿

 

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

 

体
育
祭 

文
化
祭 

生
徒
総
会 

生
徒
会
役
員
選
挙

 

校
外
学
習 

避
難
訓
練 

三
年
生
を
送
る
会

 

卒
業
式 

修
了
式 

(1) 節度・自立  ○                      
努力             ○  ○          
忍耐・意志           ◎   ○  ○          
希望・向上心  ◎  ◎   ◎  ○      ◎   ◎  ◎          

(2) 

判断・勇気                       

自主・自律          ○        ○  ○  ○     
(3) 

正直・誠実                       
(4) 真理・理想  ○  ○   ○       ○  ◎      ○      ○  

思慮・反省                      ◎  

１ 

(5) 
個性伸長      ◎     ○  ○             

(1) 礼儀                  ○      
思いやり・親切          ○              

(2) 
尊敬・感謝   ○    ○  ○              ◎  ◎   

(3) 友情・信頼     ◎      ◎    ◎  ◎  ◎    ◎      
(4) 異性理解                       

２ 

(5) 寛容・謙虚               ○   ○       
自然愛          ◎         ◎      

(1) 
敬虔・畏敬                       

(2) 生命尊重                   ◎     
３ 

(3) 強さ・気高さ             ○  ○          
(1) 役割・責任  ○    ◎      ◎   ◎  ◎  ◎  ◎  ○   ◎  ○     
(2) 権利・義務     ○      ○     ○   ○  ○  ○      
(3) 公徳心     ○             ○  ○      
(4) 正義・公平公正                 ○       
(5) 勤労・奉仕               ○         
(6) 家族愛         ○               
(7) 愛校心  ○   ○  ○  ○  ○  ◎    ○   ○  ○  ○  ○  ○    ○  ○   
(8) 郷土愛        ○        ○         
(9) 愛国心  ○              ○       ○   

４ 

(10) 国際理解               ◎         

活動内容  

内容項目  

表２-２ 学校教育における体験と道徳の内容項目との関連 
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なお，各教科における体験と，総合的な学習の
時間における体験については，それぞれの学校の
独自性があるため，マトリックスには取り上げて 
いない。各教科や総合的な学習の時間での体験を
生かした道徳の時間の展開については，「おわり
に」で体験を生かした道徳の時間の今後の展開と
して述べることにする。 
マトリックスを分析してみると，◎が多くつい
たキーワードには１－（２）「希望・向上心」，２
－（３）「友情・信頼」，４－（１）「役割・責任」
などが挙げられる。これは，学校教育という場で
の体験がもっている性質に関係があると思われ
る。学校教育は，さまざまな集団を通じて，集団
や一人一人の生徒の向上を図るということがその
基盤にある。 
つまり，集団の意義を理解し，その中での自分
の役割を認識し，責任をもってその役割をやり抜 

 
くことによって，集団が向上する。それが，学校 
生活での核となり，人間関係が深まったり，自分 
自身が高まったりするのである。そのなかで，さ
らに，自分を成長させる高い目標を持ち，それに
向かって，進んでいくことが学校教育での体験の
大きなねらいであるので，「役割・責任」「友情・
信頼」「希望・向上」という項目と強く結びついた
のだと考えられる。 
学校教育での体験を道徳の時間に生かす場合，
これらの体験のもつ性質を捉え,これを生かすよ
うに道徳の時間を展開することが大切であると思
われる。 
また，反対に，体験と関連の少ない内容項目に
は，４－（９）「愛国心」，４－（10）「国際理解」
などが挙げられる。これらの内容項目に関しては，
本研究では触れていない各教科や総合的な学習の
時間に多く関連することが想定される。 

▽年間を通し定期的に行われる体験                ▽年間継続的に行われる体験  

視
点 

 

個
人
目
標
作
り 

班
目
標
作
り 

委
員
・
係
決
め 

席
替
え 

健
康
診
断 

定
期
テ
ス
ト 

教
育
相
談 

球
技
大
会 

懇
談
会 

大
掃
除 

始
業
式 

終
業
式 

人
権
学
習 

性
教
育 

進
路
学
習 

係
・
当
番
活
動 

部
活
動 

学
習 

学
校
生
活 

(1) 節度・自立      ◎  ○  ○              
努力  ○      ◎   ○          ○    
忍耐・意志  ○      ◎   ○          ○  ○   
希望・向上心  ◎  ◎     ◎   ◎    ◎       ◎  ○   

(2) 

判断・勇気              ○        
自主・自律    ◎              ◎   ○  ○  

(3) 
正直・誠実    ○    ○               

(4) 真理・理想  ○  ○        ○   ○  ○  ○   ◎    ◎   
思慮・反省        ○   ◎    ◎         

１ 

(5) 
個性伸長  ◎   ○   ○  ○  ◎   ○       ○   ○  ○   

(1) 礼儀                  ○   ○  
思いやり・親切     ○     ○      ○    ○    ○  

(2) 
尊敬・感謝                  ○    

(3) 友情・信頼   ○       ◎          ◎    
(4) 異性理解               ◎       

２ 

(5) 寛容・謙虚   ○  ○  ○   ○        ○     ○  ○   
自然愛                     

(1) 
敬虔・畏敬               ○       

(2) 生命尊重      ○         ◎  ◎       
３ 

(3) 強さ・気高さ  ○      ○        ◎   ○   ○  ○   
(1) 役割・責任   ◎  ◎      ◎   ○       ◎     
(2) 権利・義務         ○            ○  
(3) 公徳心     ○       ○          ○  
(4) 正義・公平公正    ○  ○          ◎        
(5) 勤労・奉仕           ◎       ○     
(6) 家族愛          ○      ○       
(7) 愛校心           ○           
(8) 郷土愛                     
(9) 愛国心                     

４ 
(10) 国際理解                     

活動内容  

内容項目  
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これらの内容項目については，各教科や総合的な
学習の時間とを関連させた道徳の時間を展開する
場合に深められると思われる。 
 
第２節 学習プログラムの展開 
 
（１）体験と道徳を結びつけたユニットの構成と

そのねらい 
道徳の時間へのアプローチの改善として，体験
を道徳の時間に生かす場合，いろいろな展開が可
能である。時間の流れに沿って大きく分けると，
次の 3通りの展開が考えられる。 
 
 

 
 

1 の体験の前に行う道徳の時間では，生徒に体
験で気づいてほしいと思う道徳的価値をねらいと
した展開となる。生徒は道徳の時間に道徳的価値
を自覚する。そして体験に臨む。すると，価値の
自覚がないままの体験とは違い，自分への課題を
意識した充実した体験となる。つまり，生徒は体 
験の中で道徳の時間に自覚した道徳的価値を実感 
し，さらに，その体験の中で深め，発展させ，自  
分のものとして消化していくのではないかと思わ
れる。その意味で 1の展開は重要である。 
 ２の体験の後で行う道徳の時間では，それぞれ
の生徒が体験で気づいた価値を補充・深化・統合
しながら，体験を意味ある経験として子どもの中
に蓄積することをめざす展開となる。同じ活動の
中で体験をしても，生徒の受け止め方は一人一人
違う。ある生徒は，価値に気づいたところで体験
を終わっているかもしれないし，ある生徒は，気
づいた価値を自分のこととして捉える段階まで進
んでいるかも知れない。また，ある生徒は，自分
のこととして捉えた価値をこれからの自分の生き
方に結びつけて考える段階にあるかもしれない。   
事後の道徳の時間では，これら一人一人の生徒
が個々に自覚した道徳的価値を学級で共有し，よ
り深めていくのである。自分が感じたよりも深く
価値を自覚した生徒の意見を聞くことで，他の生
徒の自覚は深まるだろうし，意見を交換しあうこ
とで，学級全体がそれまでよりも深化した段階に
いたるのではないだろうか。そして，一人一人の
生徒が，他の人の考えを聞き，自己と対話してい
くことで，道徳的価値を自己の内面で自覚するの
に伴って，体験が意味ある経験として子どもの中

に蓄積していくのである。 
 そして，これらの１と２の展開を連続させ，一
体化したものが３の展開である。体験の前の道徳
の時間も，体験の後の道徳の時間も，それぞれ生
徒の道徳的価値を深めるためには，重要であると
思われる。そこで，体験の前後に道徳の時間を設
定することで，それぞれの道徳の時間のよさが生
かされ，体験そのものも充実したものになると同
時に，一連の流れの中で生徒の中に連続した思考
を生み，道徳的価値を自己の内面において深く自
覚することができるのではないかと考えた。 
 そこで今回の研究では，この「体験の前の道徳 
の時間」と「体験」と「体験のあとの道徳の時間
を１つのユニットと捉えることにした。 
また，体験を道徳の時間に生かすことで，道徳
的価値の自覚がどのように深まるのかを考えたと
き，知的理解と感性的理解の２つの側面が考えら
れるのではないかと思われる。登浩二は著書の中
で「道徳的価値を身につけるのは一般的には知的
理解からなされるよりも，より直観的である場合
が多いように思われる」(22)と述べており，さらに
「道徳性を養ううえで，『わかる』知性と一緒に『感
じる・価値のあるものに気づき反応する』感性が
重要であると考える」(23)としている。「わかる」
知性を知的理解，「感じる・価値のあるものに気づ
き反応する」感性を感性的理解と捉えると，生徒
が一つ一つの道徳的価値を自覚し，道徳性を高め，
それが道徳的実践へと発展するためには，道徳の
時間において知的理解と同時に感性的理解を重視
しなければならない。ただし，1 時間の道徳の時
間が知的理解だけで，あるいは感性的理解だけで
展開することは考えられない。つまり，知的理解
と感性的理解は螺旋状に関連し合いながら，道徳
的価値の自覚を生徒の内面に深めていくのであ
る。 
 たとえば，自分の目の前で，幼い子どもが転倒
し，泣いている。瞬時に「かわいそうだ」と感じ，
「助けてあげなければ」と思う。そこには，何の
理屈もない。つまり，「かわいそう→助けてあげな
ければ」という道徳的な行動が感性で行なわれて
いるのである。一方，目の前にいじめにあってい
る人がいる。かわいそうだと感じる。助けてあげ
たいとも思うが，その後自分がいじめられる対象
になるかもしれないと考え，躊躇する。しかし，
そこで自分の信念や生き方と照らしあわせてみ
て，このままではいけないと考え，行動に移る。
ここでは，知的な論理的思考で自分のとるべき行
動を選択しているのである。 

1， 体験の前に道徳の時間を設定する。 
2， 体験の後に道徳の時間を設定する。 
3， 体験の前後に道徳の時間を設定する。 
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 この例で考えれば，「かわいそう→助けてあげな
ければ」という感性で理解した価値は，なぜかわ
そうなら助けてあげなければならないのかという
ことを知的に理論立てて思考できることにより，
価値は深まる。また，いじめられている人をみた
ときに，知的に理解してから行動に移すのではな
く，それが感性で行動することができるようにな
ると，それは，実践力が養われたことになる。 
つまり，感性的理解から知的理解へ，知的理解
から感性的理解への双方向が価値の自覚を深める
とともに，道徳的実践力へと発展させるのである。 
このように，知的理解と感性的理解は切り離す
ことはできないが，体験と道徳の時間とのユニッ
トを構想するとき，ねらいとしている価値をそれ
ぞれの時間でどのように理解していくのか，つま
り，知的理解に重きをおくのか，感性的理解に重
きをおくのかということが学習プログラム開発の
１つの観点となるのではないかと考えた。 
 これらのことを踏まえ，ユニットの構想の手順
を図２－２に従って説明することにする。 
 
図２－２ ユニットの構想図 

まず，事前道徳の前に，体験に含まれる道徳的
価値を分析することから始めた。教育的意図のも
とに実施される体験には，それぞれねらいがある。
そこで，そのねらいの中にどのような道徳的価値
が含まれているのかを分析した。そして，それが
道徳の内容項目（ここでは，前節の 30 のキーワー
ド）とどのように関連しているのかを検討した。  
体験のねらいに含まれる道徳的価値は，一つと
は限らず，むしろ，複数含まれている場合の方が
多いため，生徒の発達段階や実態を考慮し，その
ユニットでのねらいとなる内容項目（キーワード）
を絞り込んでいった。そして，これらの手順を踏
まえた後，めざすべきねらいのもとに，ユニット
の展開を開発していった。 
ユニットの第 1 段階である事前道徳では，主に
知的理解による価値の気づきを促す授業の展開を
考えた。そして，そのことが体験への動機づけと
なるようにした。 
第２段階では，事前道徳で気づいた価値の基に，
体験が実践された。体験では，生徒の感性が刺激
されることによって，価値を実感し，理解するこ
とをめざした。 

そして，第３段階の事後道徳では，事前
道徳，体験で深めてきた価値の自覚を学級
で補充，深化，統合する時間としての展開
を開発した。この事後道徳では，体験で得
た価値の感性的理解を知的理解に深めるこ
とに，体験を生かした。特に，生徒の体験
時の写真やビデオ，感想文などを教材化し
たり，再構成して生かしたりする場合には，
体験での価値の感性的理解がさらに刺激さ
れ，より深い知的理解へと発展することが
期待されるであろう。 
また，道徳の時間の展開を考える際には，
教材や，学習方法，学習形態などの道徳の
時間そのものの工夫も試みた。 
たとえば，教材の工夫では，生徒が興味・
関心を持っている歌手の曲を資料として使
うことによって，道徳の時間が身近に感じ
られる雰囲気を作り，自分のことと重ねあ
わせて考えることを容易にしたり，感性を
刺激するようなインパクトのある資料を提
示することで，生徒の既存の価値を揺さぶ
ったりした。 
学習方法の工夫では，フォトランゲージ
の手法を用い，生徒に写真を見せながら，
自由に意見を述べさせたり，展開を先取り
しないために，ワークシートに設問を書か

体験のねらいに含まれる価値の分析 

体験に含まれる価値と道徳の内容項目との関連の分析 

生徒の実態と発達段階を踏まえた価値の絞り込み 

 
体験での価値の気づきを促す 

 
価値の気づきを踏まえた体験の実践 

 
体験での価値の気づきを補充・深化・統合する 

事後道徳 

体験 

事前道徳 

【体験への動機づけ】 

【価値の実感】 

道徳的実践力の高まり 

【体験の経験化】 

体験の教材化 
・再構成 

[体験を生かしたユニット] 

〈知的理解〉 

〈感性的理解〉 

〈知的理解〉

【価値を生き方へ反映し
ようとする態度の育成】 
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ず，生徒がその場で感じた意見を率直に表現する
工夫をしたりした。これらは，生徒の道徳的価値
の自覚を深め，自己の内面と深く対話することに
おいて効果があったと思われる。 
道徳の時間そのものの工夫は，第 1 章第２節
（１）「体験を道徳の時間に生かす意義」のところ
で述べたように，道徳の時間が心に響く時間とな
るために，体験を生かした道徳の時間の開発とい
うアプローチの工夫とともに，欠かせない観点で
ある。 
これらの道徳の時間そのものと，道徳の時間へ
のアプローチを工夫したユニットを通して，道徳
の時間が心に残り，さらに，自分の体験と照らし
合わせながら，自己の内面と対峙し，今までの価
値観を揺さぶられ，心を動かされる。そして，こ
のユニットで深まった道徳的価値を自分の生き方
に反映していこうとする態度が育成されたとき，
道徳の時間は心に響く道徳の時間となり，また，
体験そのものも，意味ある経験として生徒の中に
蓄積され（体験の経験化），「よりよく生きる力」
という道徳的実践力の高まりにつながると考え
た。 
 
（２）体験を生かした 35 時間の道徳の時間の 

学習プログラム 
 ここでは，第１学年の１年間で行なわれるであ
ろう体験の中から，19の体験を生かし，その前後
に道徳の時間を設定することを基本に展開した，
第１学年 35 時間の学習プログラムを次ページの
表２－３として提示する。 
学校教育の中で行われる体験の中から 19 の体

験を抽出するにあたっては，生徒の心に深く残る
と思われる 1年に１回行われる体験を重視した。 
具体的な抽出理由については，学習プログラムの
「ユニット全体のねらい」のところに含めて述べ
てある。 
そして，第１学年の１年間を見通し，道徳の内
容の４つの視点の相互の関連と，それぞれの時期
に生徒に身につけてほしい道徳の内容項目と，生
徒の実態と発達段階を考慮しながら，道徳の時間
と体験とのユニットを構成した。それを，図に示
したものが，図２－３である。図として示すこと
によって，内容項目と体験とのつながりが明確に
なり，１年間を見通した計画が立てやすいととも
に，内容項目に偏りがあることなども把握しやす
くなっていると思われる。 
次に，「体験を生かした 35時間の道徳の時間の

学習プログラム」をどのような観点で，構成した
のかを説明することにする。 
第１学年の１学期という時期の生徒は，今まで
に経験したことのない新しい集団の中で，期待や
不安の入り混じった気持ちを抱いている。そして，
その中でどのように他の人と交わり，行動すれば
いいのか知りたがっている。そこで，その気持ち
を希望ある中学校生活に結びつけるために，集団
の意義を正しく理解し，自分の役割と責任を自覚
することを通じて，自分自身が向上していくため
には，どうしていけはいいのかを考えさせるユニ
ットを構成した。 
２学期には，いろいろな学校行事が多く行われ，
集団だけでなく，生徒自身も集団の中で大きく成
長する学期である。そのことを踏まえ，集団の中
で仲間と協力して，一つのことをやり遂げること
の大切さを考えるユニットを構成した。また，生
徒が心身ともに成長するこの時期に，生命を尊ぶ
心を知るユニットも組み入れることで，今後のユ
ニットがさらに深まることをめざした。 
 ３学期には，それまでに培った道徳的価値をさ
らに，深め，発展させることを中心に，１年生の
まとめと，次の学年への前向きの姿勢を培うユニ
ットを構成した。 
 以上のことを踏まえ，学習プログラムを構成し
開発した。また，この学習プログラムでは，次の
ことを提示した。 

 

(17)文部省『中学校学習指導要領』大蔵省印刷局 1998 
pp..98~100 

(18)文部省『中学校学習指導要領 解説－道徳編―』大蔵
省印刷局 1999 pp..32～33 

(19)登浩二「小学校道徳教育の目標と内容・方法」『道徳教
育の基礎と展望』福村出版 1999 pp..130～131 

(20)村田昇「道徳教育の目標と内容」『新学校教育全集９道
徳教育』ぎょうせい 1994 pp..54～58 

(21)前掲 注 17 p.103 
(22)前掲 注 19 p.124 
(23)前掲 注 19 p.124 

▽ ユニットに生かした体験 
▽ ユニット全体のねらい 
▽ 事前道徳か事後道徳か 
▽ 道徳の時間でねらいとしている内容項目と
キーワード 

▽ 道徳の時間で使用する資料など 
▽ それぞれの道徳の時間でのねらい 
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図２－３ 体験を生かした道徳の時間の構想 

 

表２－３ 体験を生かした 35 時間の道徳の時間の学習プログラム 

▽1学期の体験と結びついた道徳の時間 

 
体験 ユニットのねらい 

設

定 
内容項目と
キーワード 

資料 本時のねらい 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅰ 

・入学式 
・新入生歓
迎会 

中学校生活に期待と不安の入り混じった
気持ちで入学してきた 1 年生が，初めて
参加する大きな学校行事である。入学
式・新入生歓迎会とも入学してきた 1 年
生を温かく迎える行事であり，その行事
の中で先生や上級生たちの言葉を聞き，
１年生の生徒は中学校生活に希望を抱
き，理想を求めるようになる。中学校生
活に積極的に取り組む態度を育てる。 

事

後 

1-(4)真理・理
想 

・入学式や新入生歓迎 
会の写真やビデオ 

・『美しく自分を染めあげ
て下さい』 

サトウハチロー 
（『あすは君たちのもの』
日本放送出版協会刊） 

多くの人に祝福されて入学
してきた生徒に高い理想の
実現へと努力する姿勢を育
てる。 

事

前 

1-(2)希望・向
上心 

・「中学生になって」 
生徒作文 

新たな気持ちでスタートし
た生徒の「中学」に対する
思いを大切にし，希望や向
上心をもって，着実にやり
抜く強い意志を育てる。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅱ 

・個人目標
作り 

・班目標作
り 

・学級目標
作り 

 

入学式・新入生歓迎会を通じて生徒の内
には中学校生活に希望や理想が漠然と描
かれてきている。その思いを具体的に言
葉として表現する活動が「目標作り」で
ある。今の前向きな気持ちを大切にし，
自分の理想を実現するために地道な努力
を積み重ねる姿勢を培う。 

事

後 

1-(4)真理・理
想 

・ミレー『落穂拾い』の
拡大コピー 

・『農民画家ミレー』 
（『指導の手引５』・文部
省） 

・生徒の立てた目標 

真理や真実を求め，絶えず
努力することの大切さを理
解し，自己の人生を切り拓
いていこうとする意欲を養
う。 
 

ユ

ニ

ッ

ト

・係，当番
活動 

入学当初は教師主体で学校生活を過ごし
ているが，やがては生徒自身の係，当番
活動がそれに取って代わるようになる。
集団の向上のために集団の一員としての

事

前 

4-(1)役割・責
任 

・『サッカー』 
（『指導の手引４』・文部
省） 

円滑な集団生活と集団の向
上のために，各自が担って
いる役割と責任を果たそう
とする態度を養う。 

Ⅰ  

Ⅱ  

Ⅲ  

Ⅳ 

Ⅴ  

Ⅵ  

Ⅶ  

Ⅰ  

Ⅱ  

Ⅲ  

Ⅳ  

Ⅴ  

Ⅵ  

Ⅶ  

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

 

                                                                                      
                   
                   
 
                    
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 節度・自立 

努力 

忍耐・意志 

希望・向上心 
(2) 

判断・勇気 

自主・自律 
(3) 

正直・誠実 

(4) 真理・理想 

思慮・反省 

１ 

(5) 
個性伸長 

(1) 礼儀 
思いやり・親切  

(2) 
尊敬・感謝 

(3) 友情・信頼 

(4) 異性理解 

２ 

(5) 寛容・謙虚 

自然愛 
(1) 

敬虔・畏敬 

(2) 生命尊重 
３ 

(3) 強さ・気高さ 

(1) 役割・責任 

(2) 権利・義務 

(3) 公徳心 

(4) 正義・公平公正  

(5) 勤労・奉仕 

(6) 家族愛 

(7) 愛校心 

(8) 郷土愛 

(9) 愛国心 

４ 

(10) 国際理解 

節度・自立 
努力 
忍耐・意志 

希望・向上心 

判断・勇気 
自主・自律 
正直・誠実 
真理・理想 
思慮・反省 

個性伸長 

礼儀 
思いやり・親切  

尊敬・感謝 

友情・信頼 
異性理解 
寛容・謙虚 

自然愛 
敬虔・畏敬 

生命尊重 
強さ・気高さ 

役割・責任 
権利・義務 

公徳心 
正義・公平公正  

勤労・奉仕 
家族愛 
愛校心 

郷土愛 

愛国心 
国際理解 

節度・自立 
努力 

忍耐・意志 
希望・向上心 
判断・勇気 

自主・自律 

正直・誠実 
真理・理想 
思慮・反省 
個性伸長 

礼儀 
思いやり・親切  

尊敬・感謝 
友情・信頼 
異性理解 

寛容・謙虚 

自然愛 
敬虔・畏敬 
生命尊重 

強さ・気高さ 

役割・責任 
権利・義務 
公徳心 
正義・公平公正  

勤労・奉仕 
家族愛 
愛校心 
郷土愛 
愛国心 

国際理解 

節度・自立 (1) 
努力 
忍耐・意志 

希望・向上心 
判断・勇気 

(2) 

自主・自律 
正直・誠実 

(3) 

真理・理想 (4) 
思慮・反省 
個性伸長 

(5) 

１ 

礼儀 (1) 
思いやり・親切  

尊敬・感謝 
(2) 

友情・信頼 (3) 
異性理解 (4) 
寛容・謙虚 (5) 

２ 

自然愛 
敬虔・畏敬 

(1) 

生命尊重 (2) 
強さ・気高さ (3) 

３ 

役割・責任 (1) 
権利・義務 (2) 
公徳心 (3) 
正義・公平公正  (4) 
勤労・奉仕 (5) 
家族愛 (6) 
愛校心 (7) 
郷土愛 (8) 
愛国心 (9) 
国際理解 (10) 

４ 

・入学式 
・新入生歓迎会 

・個人目標 
・班目標 
・学級目標 

・宿泊合宿 

・係・当番活動 

・中間テスト 

・球技大会 

・部活動 

・部活動 

・学校生活 

・合唱コンクール  

・体育大会 

・文化祭 

・校外学習 

・人権学習 

・生徒会役員選挙

・性教育 

・進路学習 

・三年生を送る会

・球技大会 

・修了式 

１学期 ２学期 ３学期 
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ト

Ⅲ 

 自覚をもち，係，当番活動の意義を理解
し，自主的に活動に取り組む態度を育て
る。 

事

後 

4-(1)役割・責
任 

・『世界の学校掃除地図』 
（『心の教育―日本教育
の再発見』学陽書房） 

 

毎日の生活の中で密接にか
かわっている「掃除」を題
材として，集団の中での役
割・責任の自覚を深めると
ともに，役割と責任を果た
すことが自己の達成感や成
就感につながることを理解
する。 

事

前 

2-(3)友情・信
頼 

・『ただいるだけで』 
相田 みつを 

（『一生感動 一生青春』
文化出版局） 

各自が「友達」に求めるも
のを考える中で，それが相
手から自分に求められてい
るものだということに気づ
き，真の友達とは何かを理
解する。 

事

前 

4-(2)権利・義
務 

・生徒への「決まり」に
ついてのアンケートの
集計結果 
・『一本のジュース』 
（『中学校道徳自作資料
集』明治図書） 

自己が所属する集団の意義
についての理解を深め，集
団生活の中に必ず存在する
「決まり」を単なる押し付
けとせず，協力し合って集
団生活を向上させようとす
る態度を育てる。 

事

後 

1-(5)個性伸
長 

・『ぼくの性格を作った友
人』    大林宣彦 
（『ＰＨＰ』平成３年９月
号）      

自己の欠点のみに目を向け
ることなく，自己の優れて
いる面の発見に努め，自己
受容・自己理解を深める態
度を育てる。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅳ 

・宿泊合宿 １年間の行事の中でも，仲間と寝食をと
もにする「宿泊合宿」はその思い出が生
徒の心に深く刻まれる大きな行事の一つ
である。「宿泊合宿」での自然とのかかわ
り，仲間とのかかわり，集団とのかかわ
りを通じ生徒は精神的に大きく成長す
る。「宿泊合宿」の活動を通じ，集団の一
員としての自覚を深め，仲間と協力する
態度を養う。 

事

後 

4-(1)役割・責
任 

・宿泊合宿の写真やビデ
オ 

集団生活の向上には，各自
が集団の中で生活している
ことを自覚し，その中で役
割と責任を果たそうとする
態度や，お互いに励ましあ
ったり協力しあったりする
人間関係が必要であること
を理解する。 

事

前 

1-(1)節度・自
立 

・『整理と整とん』 
梅棹忠夫 

（『知的生産の技術』岩波
書店） 

身の回りを整えて，自分な
りの整理の仕方を工夫する
姿勢を養う。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅴ 

・中間テス
ト 

中学校に入って初めての定期テストに，
生徒は，緊張感や不安感を持つ。しかし，
目標を持ちそれに向かって計画を立てて
取り組む姿勢は学習以外の生活全般にお
いても大切なことである。「中間テスト」
を通じ，目標に向かって計画的に取り組
む態度や自分の力を伸ばそうとする姿勢
を養う。 

事

後 

1-(5)個性伸
長 

・『自分のスタイル』自作 
         

自分の適性や力を正しくつ
かみ，個性を伸ばし，より
良い生き方を求めようとす
る態度を育てる。 

事

前 

4-(1)役割・責
任 

・『ある日の球技大会』 
（『指導資料道徳・平成６
年』京都市立中学校教
育課程） 

自己が所属するさまざまな
集団の意義についての理解
を深め，役割と責任を自覚
し，協力し合って集団生活
の向上に努める態度を育て
る。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅵ 

・球技大会 学級は様々な個性を持つ人々の集まりで
ある。その集団が心を一つにして取り組
む行事が「球技大会」である。狭い仲間
意識にとらわれることなく，一人一人を
尊重し，目標に向かって協力し合う態度
を育てる。 

事

後 

2-(2)思いや
り・親切 

・球技大会のビデオや写
真 
・球技大会の生徒作文 

相手の立場にたって，お互
いを思いやる気持ちを持つ
ことがクラスの集団意識を
高めることを理解すると同
時に，仲間を尊重する態度
を養う。 
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ユ

ニ

ッ

ト

Ⅶ 

・部活動 １学期も終わりに近づき，部活動にも慣
れた頃である。間近に夏季大会を控え次
第に練習にも熱が入ってくると同時に，
夏の厳しい暑さと練習に部活動を続ける
ことに不安を感じ始めるのもこの頃であ
る。より高い目標をめざし，勇気と希望
をもって粘り強くやり遂げようとする姿
勢を育てる。 

事

前 

1-(2)忍耐・意
志 

・『うらやましいバレー
部』 

（『指導資料道徳・平成
10年』京都市立中学校
教育課程） 

くじけていく気持ちの中
に，惨めさ，苦しさから逃
避する気持ちがあることに
気付かせ，安易な妥協をせ
ず，目標に向かって根気よ
く努力しようとする態度を
養う。 

▽２学期の体験と結びついた道徳の時間 

 
体験 ユニットのねらい 

設

定 
内容項目と
キーワード 

資料 本時のねらい 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅰ 

・部活動 夏の厳しい暑さと練習を乗り越えて，生
徒は２学期を迎える。今までいろいろな
ことを教えてくれた３年生が引退し，新
たなメンバーで部活動を開始する。３年
生の思いから，人間には弱さや醜さを克
服する強さや気高さがあることを知り，
それを信じて生きていこうとする態度を
育てる。 

事
後 

3-(3)強さ・気
高さ 

・『３年生から後輩へのメ
ッセージ』 生徒作文 

       

人間の持つ弱さを克服し，
惜しみなく努力すること
で自分の人生を切り拓い
ていこうとする態度を養
う。 

事
前 

2-(1)礼儀 ・『挨拶できなきゃ留年』 
（『毎日新聞』2001 年５
月２日付） 

挨拶の意義を理解し、相手
に対して尊敬や感謝の気
持ちを持って、時と場をわ
きまえて挨拶する態度を
養う。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅱ 

・学校生活 １学期は入学して何もかもが新鮮な気持
ちで取り組めたものの，夏休みをはさん
で，入学時の前向きな気持ちが薄れはじ
めたり，学校生活への慣れからけじめの
ない行動をとったりする生徒もいる。２
学期の最初にもう一度学校生活を振り返
り節度を守り節制に心掛ける態度を育て
る。 

事
後 

2-(2)思いや
り・親切 

・『夜のくだもの屋』   
杉みき子 

（『小さな町の風景』偕  
 成社） 

他者のいたわりや励まし
をとおして，思いやりの心
を育む。 

事
前 

4-(7)愛校心 ・昨年度の合唱コンクー
ルのビデオ 

・合唱コンクールについ
ての昨年度の生徒作文  

学級や学校の一員として
の自覚をもち，一つの目標
に向かって仲間と協力す
る態度を養う。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅲ 

・合唱コン
クール 

・体育大会 

生徒が主体となって学校全体で取り組む
最も大きな行事が「学校祭」である。そ
の中でも，合唱コンクールと体育大会は，
学級や，学年の壁を越えての縦割りチー
ムで勝敗を争う行事であり，生徒同士の
仲間意識が向上し，学級の一員としてま
た，学校の一員としての自覚が高まると
思われる行事である。この機会に自分が
所属している集団への帰属感や仲間を大
切に思う気持ちを養う。 

事
後 

2-(3)友情・信
頼 

・『ちいちゃんのつめ』 
（『われら中学生第３集』
文英堂） 

友情の尊さを理解し，互い
に励まし合い，高め合う心
から信頼できる友達を持
とうとする意欲を養う。 

事
前 

2-(10)国際理
解 

・『Stand Up』 
倉木 麻衣 

（『 Perfect  Crime 』
GIZA studio） 

自分の国の文化や習慣に
とらわれることなく，他の
国にも目を向けて，国際的
視野に基づいたものの見
方や考え方をする姿勢を
培う。 

ユ
ニ
ッ
ト
Ⅳ 

・文化祭 「学校祭」の一つとして文化祭がある。
様々な文化的な取組が考えられるが，例
えば，外国の文化に接することで自分の
国の文化を見つめ直すこともその一つで
ある。自分の価値観にとらわれることな
く，他の国にも目を向け，謙虚に学ぼう
とする広い心をもつことの大切さを知
り，進んで国際協力に取り組む態度を養
う。 
 

事
後 

2-(10)国際理
解 

・『日本人の顔』 
（『ひらがなタイムズ』ヤ
ック企画） 

・『世界の教科書に描かれ
た日本人の顔』 

（『理解されないニッポ
ン』祥伝社） 

 

他の国の人に対する偏見
やそこから起こる差別は
「無知」や「誤解」に起因
していることが多々ある。
自分の国が誤解されてい
ることには，不快感や憤り
を感じるものの，自分たち
もまた，他の国について誤
解していることには気づ
いていない。お互いに偏見 
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      や差別をもたず，世界の国
の人々と交流するために
他の国の文化や習慣を知
り，理解しようとする態度
を養う。 

事
前 

4-(3)公徳心 ・『一枚の写真』 
（『指導資料道徳・平成 10
年』京都市立中学校教
育課程） 
・『私の夢見る京都』 
（同上） 

社会の秩序と規律を守る
ことによって，よりよい生
活が保障されることを理
解させ，公徳心をもって自
ら進んで社会の秩序と規
律を高めていこうとする
態度を育てる。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅴ 

・校外学習 宿泊を伴わない校外学習である。公共交
通機関を利用する場合や，一般の人々と
同じ施設を利用する場合も多々ある。自
分たちの集団の中だけで物事を捉え，行
動するのではなく，常識のある態度で広
く公共の福祉の立場から行動できる態度
を育てる。 

事
後 
 

2-(1)礼儀 ・『電車のマナーって何が
正しいのか…』 
（インターネットより） 
 

他人に直接迷惑をかけて
いないと思う行為でも，誰
かが不快な思いをしてい
ることに気づき，共に楽し
く明るく生きるために時
と場を考えた行動を取る
態度を育てる。 

事
前 

3-(2)生命尊
重 

・『ロード』  虎舞竜 
（日本クラウン株式会
社） 

・『人体を原料にしてで 
きるモノ』 

（『ＭＯＮＥＹ 無用の
雑学知識』KKベストセ
ラーズ） 

・『「いじめ」で中３自殺』 
（『読売新聞』1985 年９
月 27日付） 

・『お父さんが小さなつぼ
にはいってしまった。
ぼくはとてもくやし
い』 

（『毎日新聞』1985 年９
月３日付）  

すべての人は，誰かの「大
切な人」であることを確認
し，人体の値段を考えるこ
とで人の「いのち」は唯一
無二であり，なにものにも
かえることはできないこ
とを理解し，自他の生命を
尊重する態度を養う。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅵ 

・人権学習 人権学習は，日々の学校生活の中で折に
触れて扱われるものであるが，12月の人
権週間にあわせて中学校３年間を見据
え，系統的・計画的に行われることが多
い。学年によって扱うテーマが異なるが，
生徒は人権について真剣に考える。１年
生では人権の基盤としての生命を尊重す
る態度を育てる。 

事
後 

3-(2)生命尊
重 

・『おばあさんの写真』 
川崎 晶洋 

（『今を生きる人々に学
ぶ』明治図書）     

・『冗談のつもりが』自作 

自分を含むすべての人は，
誰かの大切な人であるこ
とを理解し，すべての人の
命を唯一無二でかけがえ
のないものとして尊重す
る態度を培う。 

事
前 

4-(4)正義・公
平公正 

・『勇敢な少年』山田洋次 
（『映画館（こや）がはね
て』講談社） 

正義を重んじ，だれに対し
ても公平公正な態度で接
し，自分の気持ちを正直に
表すことの大切さを知る。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅶ 

・生徒会役 
員選挙 

２学期には生徒会の役員の交代がある。
生徒会の主体が３年生から２年生にな
る。今まで生徒会の役員ではなかった１
年生の中にも生徒会の一員になる生徒も
出てくる。役員選挙を通じ短絡的に人の
意見に同調せず自分の考えを主張する態
度や，自分たちの学校を自分たちの手で
作っていこうとする姿勢を育てる。 

事
後 

1-(3)自主自
立 

・『学校生活の中で』 
（『指導資料道徳・平成 6
年』京都市立中学校教
育課） 

自立の精神を重んじ，自主
的に考え，誠実に実行して
その結果について責任を
とろうとする態度を養う。 

▽３学期の体験と結びついた道徳の時間 

 
体験 ユニットのねらい 

設

定 
内容項目と
キーワード 

資料 本時のねらい 

ユ

ニ

ッ

ト

・性教育 保健体育科の授業との関連で，性教育を
３学期に行うことが多い。教科の授業や
学級活動を通じ「性」について学習する
中で生命尊重を基盤に，家族に対する敬

事
前 

4-(6)家族愛 ・『コロッケの思い出』 
上前淳一郎 

（『読むクスリ』文芸春秋
社） 

母親の子供に対する愛情の
深さを通し，家族の絆の強
さを理解する。 
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ト

Ⅰ 

 愛の念や異性を尊重する態度を育てた
い。 

事
後 

2-(4)異性理
解 

・『ひかるはひかる』 
（豊中市教育委員会） 

「女・男」に対する固定観
念があることに気づき，異
性を正しく理解しようとす
る態度を養う。 

事
前 

3-(3)強さ・気
高さ 

・『一番星』 
（『指導の手引３』文部
省） 

人間には弱さや醜さもある
が，それを乗り越え，人間
としての誇りをもって崇高
な生き方をしようとする意
欲を高める。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅱ 

・進路学習 ３年生の進路決定に関連して，１年生も
自分の進路について考える。この進路学
習を通じて，より高い目標に向かって自
分の弱さや醜さを克服して崇高な生き方
をしようとする態度や，自分の個性を生
かそうとする姿勢を育てる。 事

後 
1-(5)個性伸
長 

・『ちょっと立ち止まっ
て』   桑原茂夫 
（『中１国語』光村図書） 

自分を違う角度から見るこ
とによって，新たな自分を
発見することができること
を理解し，自分の可能性を
広げようとする態度を養
う。 

事
前 

2-(2)尊敬・感
謝 

・『卒業する３年生へ』 
 生徒作文 

お世話になった３年生に対
して，尊敬や感謝の気持ち
を持つ。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅲ 

・３年生を 
送る会 

卒業式を前に，生徒会が中心となって，
お世話になった３年生を温かく送り出す
行事である。３年生に対する感謝と尊敬
の態度や学校の一員としてよりよい校風
を樹立しようとする態度を育てる。 

事
後 

4-(7)愛校心 ・『３年生から在校生へ送
る言葉』生徒作文 

 

学校の一員としての自覚と
誇りを大切にする態度を養
う。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅳ 

・球技大会 １年間が終わりに近づいたこの時期，球
技大会を行う学校も多い。学級作りを意
識した１学期の球技大会とは異なり，３
学期の球技大会では１年間のまとめとし
ての行事である。学級の一員としての自
覚のもとに一つの目標に向かって協力し
合ってやり遂げる態度を育てる。 

事
前 

2-(2)思いや
り・親切 

・『仲間さがし』 
（『エンカウンターで学
級が変わるショートエ
クササイズ集』図書文
化） 

自分のことだけでなく，周
りの人のことも考えて，思
いやりや親切の心をもって
接する態度を養う。 

ユ

ニ

ッ

ト

Ⅴ 

・修了式 いよいよ１年間が終わり，春休みの後に
は，２年生となる。学校生活においても，
学習においても，中学校での充実した時
期になる。この１年間を一人一人がしっ
かりと振り返り，さらに向上していこう
とする態度を育てる。 

事
前 

1-(5)思慮・反
省 

・入学式の時のクラス 
写真 

・入学当初の生徒作文 

１年間の学校や家庭での生
活を振り返り，自己を見つ
めることで２年生に進級す
る心構えをつくる。 

 

第３章 実証授業の分析と考察 
 
第１節 ユニット「文化祭」 
 
（１）ユニット「文化祭」のねらいと展開の流れ 
「学校祭」という学校行事の一つに文化祭があ
る。「学校祭」は学校行事の中でも，生徒が自主的
に活動するものとして，生徒に貴重な体験を与え
てくれるものとして重要である。これらの行事で
の体験を通して，生徒は，集団の意義を理解しな
がら，自分が集団の中でどのような役割と責任が
あるのかを自覚し，集団とともに，生徒自らも向
上していく。 
研究協力校では，その取組として『韓国舞踊』
を発表した。研究協力校は，在日韓国・朝鮮人の
人たちが多く居住する地域を校区内にもってい
る。そこで，『韓国舞踊』を通じ，その国の文化を 

 
知り，お互いに理解し合おうという国際理解の態
度を培う目的のもとに実施された。 
 そこで，この体験を生かし道徳の時間とユニッ
トを構成することにした。このユニットでのねら
い，事前道徳，体験，事後道徳のそれぞれのねら
いを表３－１にまとめた。 
表３－１ ユニット「文化祭」のねらい 

ユニット「文化祭」のねらい 
 自分の国の文化を見つめ直し，自分の価値観に
とらわれることなく，他の国にも目を向け，謙虚
に学ぼうとする広い心をもつことの大切さを知
り，進んで国際交流に取り組む態度を養う。 
 各時間のねらい 

事
前
道
徳 

道徳『Stand Up』（内容項目 4-10 国際理解） 
自分の国の文化や習慣にとらわれること
なく，他の国にも目を向けて，国際的視野に 
もとづいたものの見方や考え方をする態度 
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次に，事前道徳，体験，事後道徳の順に，それ
ぞれの流れを説明することにする。 
①事前道徳『Stand Up』の授業の展開 
まず，英語が自分の生活の中に自然に入ってき
ていることを自分自身が気づいていないことを印
象づけるために，作為的に自分たちの中に入って
きている教科としての「英語」についてのイメー
ジを生徒に質問する。 
その後，歌詞の中に英語が使われている『Stand 

Up』（24）の歌を，プリントされた歌詞を見ながら
聴いてみる。 

『Stand Up』という曲は，生徒の関心が高い
歌手が歌っており，この曲を資料として使うこと
に，生徒は興味を示す。そして，今までになかっ
た道徳の時間の導入に戸惑いを表しつつ，今後の
展開に期待を寄せる。このことで，生徒の道徳に
対するイメージを変えて，自分の意見が言いやす
い雰囲気をつくるのである。 
そして，この歌に英語がたくさん使われていた
ことについての感想を聞く。今度は，歌詞の英語
の部分を日本語に訳したものを見ながら，もう一
度歌を聴く。なぜ，歌の中に英語が使われている
ことに抵抗を感じないのか，それどころかその方
がいいと直感的に思うのはなぜか，生徒に考えさ
せる。感性で理解していたことを知的に理解する
ことを促すのである。 
そして，英語の歌詞のほかに，自分たちの生活

の中に自然な形で受け入れられている外国の文化
や習慣について思い出させ，外国の文化や習慣が
自分たちの生活に何をもたらしてくれたか考えさ
せる。 
最後に，これから国際交流が盛んになる社会で，
自分たちがどのような態度で外国の文化や習慣に
触れていけばいいのか考え，国際交流の知的理解
を促す。 
②『韓国舞踊』の様子 
 『韓国舞踊』の舞台発表に臨んだ生徒は，1 年
生の女子生徒５名であった。１学期の終わりに選
ばれたその５名は，夏休みも練習を重ね，２学期
に入ってからは，さらに練習も追い込みとなった。
発表当日は，発表する５名以外の生徒は，舞台を
鑑賞するという形であった。 
③事後道徳『日本人の顔』の授業の展開 
まず，外国の人が「日本」や「日本人」にどの
ような印象をもっているのか意見を出させ，導入
とする。その後，資料『日本人の顔』(25)読む。こ
の資料は，ある日本人の少女が留学先で中国から
きた少女と知り合いになり，お互いにそれまでも
っていた日本人の顔のイメージ，中国人の顔のイ
メージと現実のギャップに驚いたという実話であ
る。特に中国の少女の「だって，『日本人の目は細
くて切れ上がっている』と中国で聞いていたから」
という言葉と，日本の少女の「『目が細くて切れ上
がっている』というのは，わたしにとっては『中
国人』のイメージだったからです」のところに注
目させ，お互いにそれぞれの国に対して，誤解し
ていることに気づかせる。 
さらに資料『世界の教科書にかかれた日本人の
顔』(26)を見せ，そこに描かれているすべての顔が，

 を養う。（価値の知的理解） 

 他の国の文化に触れて理解することは大
切であるという視点で，『韓国舞踊』の発表
に臨ませたい。（体験への動機づけ） 

体
験 

体験『文化祭』 
 他の国の文化に触れることで，自分の国の
文化を尊重するように，その文化の素晴らし
さに気づき，知ることの意義を理解する。 
（価値の感性的理解） 

  外国の文化に触れて，感動した気持ちを大
切に事後の道徳の時間に臨ませたい。（価値
の実感） 

事
後
道
徳 

道徳『日本人の顔』（内容項目 4-10 国際理解） 
偏見や差別をもたず，世界の国の人々と交
流するために他の国の文化や習慣を知り，理
解しようとする態度を養う。（価値の知的理
解） 

（資料） 
▽『Stand Up』の歌詞の一部 
Stand Up Come on DJ  
あのメロディーが聴きたいんだ 
Stand Up 届けてよ 僕達の Song from the radio 
Tell me どれだけの夜を越えてきたのだろう 
It's too much for me 
一人悩んだりもしたけど  
It's all over now can’t get no satisfaction 
この時間が大切 Oh Ｉ feel so free 
手を伸ばし気持ちつかまえて Ｉ say Come On 
 
▽『Stand Up』（立ち上がろう）の日本語訳の一部 
DJ 立ち上がって頑張っていこう  
あのメロディーが聴きたいんだ 
立ち上がって 届けてよ ラジオから僕達の歌を 
教えてよ どれだけの夜を越えてきたのだろう 
もうたくさんだ 
一人悩んだりもしたけど 
今はもう乗り越えた 満ち足りている 
この時間が大切 自由を感じている 
手を伸ばし気持ちつかまえて 頑張っていこう 
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目が細く吊り上り，頬骨と歯がでているという特
徴をもっていることに気づかせ，外国の人が日本
人の顔についてもっている固定したイメージを知
らせる。自分たちの顔が勝手にイメージ化されて
いることに，感性的に不快感を感じさせるためで
ある。 
 世界の教科書にかかれた日本人の顔を視覚を通
して知らせるのは，生徒に少なからず衝撃を与え
ることで生徒の感性を刺激し，知的理解へと深め
るためである。 

次に，感性で捉えた不快感を知的に理解するた
めに，これとは反対の立場を考えさせてみる。自
分たちも外国や外国の人に偏見をもっていないか
考えることで，自分たちが感じた不快感と同じ感
情を外国の人も持っていることに気づかせ，それ
ぞれの国の人たちが偏見や誤解をせずに，正しく
理解しあうためには，どういう態度が必要か知的

理解を求める。 
 
（２）ユニット「文化祭」の分析と考察 
① 事前道徳『Stand Up』 
最初に教科として学習する「英語」に対するイ
メージを聞くと，「単語が覚えられない」「英語を
勉強し始めた頃はおもしろかったが，今はあまり
楽しくない」などの抵抗を持っている生徒が多か
った。しかし，歌詞の中に英語が入っている，馴
染みのある『Stand Up』を聴いた生徒は，「日本
語の歌詞の中に英語が使われていることをどう感
じましたか」という感性を揺さぶる質問に対し，
「この歌には英語の歌詞は入れてほしくない」「な
んとも感じなかった」「英語の歌詞が入っていたほ
うがいい」「その他」の４つの選択肢のうち，英語
の歌詞を違和感なく受け入れていると思われる
「なんとも感じなかった」「英語の歌詞が入ってい
たほうがいい」を選ぶ生徒が全体の８割を超えて
いた。 
つまり，生徒は，英語が自分たちの生活に入っ
ていることを感性的に受け入れているのである。
そして，「英語の歌詞が入ったことで日本の歌はよ
くなったか」という質問に対しては，ほとんどの
生徒が「よくなった」と挙手をしていた。 
また，生徒の日常と結びついた曲を資料として
使ったことで，道徳の時間に興味を感じた様子で
あった。そして，次の教師の問いかけに期待する
様子が伺え，価値を深める導入となったと思われ
る。 
そこで，英語の入った歌以外に，外国の文化や
習慣を自然な形で受け入れているものを考えさせ
ると，ディズニー・ランドなどの遊興施設，サッ
カーや野球などのスポーツが挙げられ，外国の文
化や習慣が日本に入ってくることに対して，肯定
的な態度であった。 
次に外国の文化や習慣を受け入れることに感性

的理解を示している生徒に，知的理解を促す質問
「他の国の文化や習慣を自分たちの生活に取り入
れていくことによって，どんないいことがあると
思いますか」をしてみた。そのワークシートの記
入例を挙げてみる。 
また，写真①は，ワークシートに自分の意見を
記入する様子であるが，ワークシートには，設問
は表記せず，設問の番号と，意見を記入するスペ
ースがとってあるだけである。これは，設問を表
記したワークシートを使用すると，指導者の意図
や，展開を先取りし，生徒の生の意見が出てきに
くいことがあるからである。そのため，設問ごと

（資料）『日本人の顔』の一部（下線は筆者による） 

 留学生の仲間にスーという中国人の子がいます。 

ある日，スーはわたしの顔をまじまじと見つめながら， 

「ヨウコ，あなたの目は大きいわ。」 

と不思議そうに言うのです。日本にいたころ，私の目が大き

いなんて言われたことは一度もありませんでした。わたしが

キョトンとしていると，スーは続けて， 

「だって，『日本人の目は細くて切れ上がっている』と中国で

聞いていたから。」 

というのです。 

 わたしは，ふきだしてしまいました。スーが言った「目が

細くて切れ上がっている」というのは，わたしにとっては，

「中国人」のイメージだったからです。 

（資料）『世界の教科書にかかれた日本人の顔』 
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に，黒板に設問を板書し，（あるいは，カードに設
問を書いたものをはる）生徒の興味・関心をひく
ように留意した。 

 

生徒の意見は，(1)のような，他の国の文化や習
慣を取り入れることで自分自身が楽しくなるとい
う意見，(2)のような，日本（自分の国）の文化が
発展する視点や，(3)のような，国際交流の視点か
らの意見に分かれた。 
生徒の発言や記述したものを総合的に判断する
と，自分たちの生活に外国の習慣や文化が入るこ
とを感性的に受け入れていた生徒が，道徳の時間
を通して，他の人の意見を聞きながら，自己と対
話をし，外国の習慣や文化を受け入れる価値を知
的に理解していることがわかる。 
 本時は，生徒が外国の文化を取り入れるという
価値を知的に理解することがねらいであったの
で，そのねらいに一応達することができたが，他
の国の文化や習慣が自分にとって役に立たなけれ
ば，他の国の文化や習慣を取り入れることは必要
でないという考え方にならないか，危惧するとこ
ろである。国際理解という知的理解の面からの深
まりが必要であったと思われた。 
②『韓国舞踊』 
『韓国舞踊』に選ばれた５名の女子生徒は，最
初は気乗りしない生徒もいたそうだが，夏休みの
練習を重ねる中で次第にその面白さに気づいて，

発表する楽しさを実感していったようである。写
真②は，発表当日の生徒の様子であるが，どの生
徒も堂々と自信に満ちた踊りを見せてくれた。 

 

 
一方，発表を鑑賞する側の１年生は，自分たち
の仲間が踊る姿を食い入るように見ていた。生徒
の感想文は，発表や発表者を賞賛するものがほと
んどであったが，その中で発表された舞踊を他の
国の文化との交流という視点から捉えていたもの
を紹介する。 

これらの感想文を読むと，(1)の感想文のように，
他の国の文化を知ることの喜びを表現したもの，
(2)のように自分の住んでいる地域性を考慮し，韓
国の人と同じ地域で生活していくうえで，お互い 
の文化を知ることの重要性を感じているもの，(3)
のように，国際交流の視点から，韓国の文化だけ
てなくもっと他の国の文化も知りたいという思い
のものなどがあった。 
いずれも，自分の身近にいる仲間が韓国舞踊を
踊る姿を目の前で見るという体験により，感性的
にその価値を受け入れている。さらにその感性で
受け止めた価値が，事前学習での価値の気づきに
支えられてより深い価値の自覚へと発展してい

（１） 
・違う国の文化が入っていいと思った。 
・日本の踊りじゃなくて，他の国の韓国の踊りをやってよか

ったと思う。 
（２） 
・地域には，在日韓国・朝鮮の人がとても多いので，みんな

仲良くするために，日本の文化も韓国の文化も大事にして

いくことが大切だと思う。 
（３） 
・日本以外の文化を知ることができた。また見てみたい。韓

国のことを知らなかったので，面白かった。また違う国の

ものも見てみたい。 

（１） 
・楽しい生活がおくれる。 
・出来なかったことが出来るようになる。 
（２） 
・海外の文化を取り入れた方が，日本の文化が発達する。 
・日本のためになる。 
・新しい文化が発展する。 
・文化や生活の工夫の一つになる。  
・新しい文化が入ってくることで，文化が栄える。 
（３） 
・他の国との交流が深まり，仲良くなれる。 

写真②「韓国舞踊の舞台発表の様子」 

 

写真①「ワークシートに記入する生徒の様子」
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る。ユニット「文化祭」における体験『韓国舞踊』
のねらいである「他の国の文化に触れることで，
自分の国の文化を尊重するように，その文化の素
晴らしさに気づき，知ることの意義を理解する」
を自覚しているものと思われる。 
③ 事後道徳『日本人の顔』 
日本人の顔を誤解していた中国の人の話を資料
から読んだり，実際に外国の教科書で日本人の顔
だと紹介されている絵を見たりして，感性を刺激
された生徒は「古臭い感じがする」「日本人の顔じ
ゃないようだ」「現実と違う」「喜怒哀楽がなくて
無表情だ（不思議だ・日本人には感情があるのに）」
「外国の人が描いた日本人は本物じゃない」とい
ったように，驚きと同時に不快感や憤りを感じ，
価値の感性的理解を示した。 
そこで，価値の知的理解を促すために，生徒に
これとは反対の立場，つまり，外国や外国の人に
対して，今まで誤解していたことはないかと質問
し考えさせた。すると，「外国の人は鼻が高い」「フ
ランス人はみんなワインを飲む」「海外は犯罪が多
い」などの意見が出て，そこで初めて，外国の人
も自分たちの感じた不快感や憤りと同じ感情を抱
いているだろうということに気づき，感性的理解
から知的理解への足がかりがついたようであっ
た。 
これらを踏まえ，お互いに誤解や偏見を持たな
いためにはどうすればいいか一人一人に考えさせ
た。生徒の意見を紹介する。 

これらの生徒の意見からもわかるように，お互
いがよく理解しあうことの大切さを生徒は知的に
理解し，これからの自分の生き方において，自分
から他の国を知ろうと努力をすることや正しい知
識を得ようとする意欲が高まったようであった。 
④ ユニット「文化祭」の分析と考察 
ユニット「文化祭」では，「自分の国の文化を見
つめ直し，自分の価値観にとらわれることなく，
他の国にも目を向け，謙虚に学ぼうとする広い心
をもつことの大切さを知り，進んで国際交流に取
り組む態度を養う」というねらいのもと，事前道
徳『Stand Up』・体験『韓国舞踊』・事後道徳『日
本人の顔』という流れでユニットを展開していっ

た。ただし，生徒には，それぞれの時間が一つの
ユニットして連続性をもっていることは伝えてい
ない。展開が進むにつれて，それぞれが関連して
いることを感じる生徒はいるかもしれないが，ほ
とんどの生徒は自覚していないという状況であっ
た。その中で生徒は，つながりは意識していない
が，それぞれの時間の中で価値に気づき，自己の
内面において深く自覚し，道徳的実践力へと発展
させ始めていた。 
ここで，『韓国舞踊』の発表者であったＴさんの
ワークシートの記述や感想文からその成長を追っ
てみたい。 

 Ｔさんは，『韓国舞踊』を舞台で発表した５人の
生徒の一人である。Ｔさんは事前道徳での価値の
気づきを踏まえ，『韓国舞踊』を発表したことが大
きな体験となって，外国の文化にかかわることに
意義を感じ，その価値を内面において深く自覚し
たようである。その感想からも分かるように，事
前道徳で他の国の文化を取り入れることに対し，
「今以上に楽しいことが増えるかもしれない。少
しは役に立つかもしれない」という，主に，感性
的理解による価値の気づきであったものが，『韓国
舞踊』という体験を通し，今までの価値観が揺さ
ぶられ，「みんなが韓国のことを一つでも知れたこ
と」「韓国を尊敬できたこと」とその意義を感じて
いる。 

・ 話し合いをする。 
・ 交流を深め，「出会い」の場を作る。 
・ お互いのことを知り合う。 
・ その国のことを本などでよく知る。 
・ お互いにいろんな面を見せる。 
・ 自分の国をもっとアピールする。 
・ 他の国を知ろうと努力する。 

Ｔさん 
▽ 事前道徳『Stand Up』より 
 
 
 
 
 
▽ 『韓国舞踊』の感想文より   
▽                      
 
 
 
 
 
▽事後道徳『日本人の顔』より             

（設問）他の国の文化や習慣を自分たちの生活に取り入
れていくことによって，どんないいことがありますか。 

今以上に楽しいことが増えるかもしれない。少しは役に
立つかもしれない。 

「扇の舞」が覚えられたこと，みんなが韓国のことを
一つでも知れたこと，みんなが「扇の舞」を見てすごい
と思えたこと，韓国を尊敬できたことが文化祭で『韓国
舞踊』をしてよかったこと。 
舞台発表しての感想は，「恥ずかしかったけど，みん

なの評判がよかったので良かった」です。 

（設問）私たちと外国の人がお互いに誤解しないために，
どんなことをすればいいと思いますか。 

その国にいって，真実を見て，聞いてくる。外国の人と

語り合う。 
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さらに，事後道徳では，事前道徳と体験によっ
て深められた価値観によって，自己の内面と対話
することで，心に響き，自覚した価値を自分の生
き方に反映させようとしている。このことは，事
後道徳で，「私たちと外国の人がお互いに誤解しな
いために，どんなことをすればいと思いますか」
という設問に対し，「その国にいって，真実を見て，
聞いてくる。外国の人と語り合う」というＴさん
の国際交流に対する前向きな姿勢からも伺える。  
また，Ｔさんの内面では，事前道徳と事後道徳
とによって，『韓国舞踊』がその場限りの体験で終
わることなく，自分の将来の生き方につながる意
味ある経験として，蓄積されたのであり，体験の
経験化が図られているのではないだろうか。 
すべての生徒が，Ｔさんのような成長を遂げた
とは言いがたい。しかし，ワークシートから考察
する限り，ユニットとして，体験と道徳の時間を
結びつけ，体験を生かした道徳の時間を展開した
ことは，体験そのものを充実したものにしたこと，
自己との対話によって，価値の深まりが促され，
道徳の時間が心に響いた時間になり，「よりよく生
きる」という道徳的実践力に対する意欲が表れて
いることにおいて，意味があったのではないかと
考えられる。 
 
第２節 ユニット「人権学習」 
 
（１）ユニット「人権学習」のねらいと展開の 

流れ 
人権学習は，日々の学校生活の中で折に触れて
扱われるものであるが，中学校では 12月の人権週
間にあわせて，３年間を見据えて系統的・計画的
に行われることが多い。そこでユニット「人権学
習」では，この人権について真剣な態度で集中的
に考える学習を中心に，その前後に道徳の時間を
配し，「人権」の基盤としての「生命尊重」という
道徳的価値が生徒一人一人の内面において深く自
覚され，自分が生きていくうえでの指針になるこ
とをめざした。 
表３－２で，ユニット「人権学習」のねらいと，
事前道徳，体験，事後道徳のそれぞれのねらいを
まとめた。 
なお，この表の体験『人権学習』のところが，
「価値の感性的理解」となっている。人権学習は，
生徒にとって，学校生活のなかの体験の一つでは
あるが，その学習方法や学習形態を考えると，む
しろ，「価値の知的理解」となる場合が多いと思わ
れる。しかし，研究協力校においては，校外学習 

表３－２ ユニット「人権学習」のねらい 
ユニット「人権学習」のねらい 
人権の基盤としての「生命の尊さを理解し，か
けがえのない自他の生命を尊重する」態度を養う。 
 各時間のねらい 

事
前
道
徳 

道徳『いのちの値段』（内容項目 3-2 生命尊重） 
人の命は唯一無二であり，なにものにもか
えることはできないことを理解し，自他の生
命を尊重する態度を養う。（価値の知的理解） 

  事前の道徳の授業で一人一人が自覚した
人の命はかけがえのないものであるという
道徳的価値を次に取り組む「人権学習」の基
盤としたい。（体験への動機づけ） 

体
験 

体験『人権学習』 
 生徒に人の命はかけがえのないものであ
るという道徳的価値を基盤に，そのかけがえ
のない命をどのような状況の下においても
守ることが人権の尊重につながることを理
解させる。（価値の感性的理解） 

  事前の道徳の授業や人権学習の中で一貫
して基盤にあった人の命はかけがえのない
ものであるという道徳的価値の自覚を深め，
事後の道徳の時間に生かしていきたい。（価
値の実感） 

事
後
道
徳 

道徳『命を大切に』（内容項目 3-2 生命尊重） 
 自分を含むすべての人は，誰かの大切な人
であることを理解し，すべての人の命を唯一
無二でかけがえのないものとして尊重する
態度を培う。（価値の知的理解） 

の一環として，フィールドワークの要素が多分に
含まれていたため，あえて「感性的理解」とした
のである。 
次に，事前道徳・体験・事後道徳の順に，それ
ぞれの活動の流れを説明することにする。 
①事前道徳『いのちの値段』の授業の展開 
『いのちの値段』の時間では，自分の一番大切
だと思う人に値段をつけるという生徒にすれば，
思ってもみなかったことを考えさせることで感性
を刺激し，人の命について，新たな視点で見つめ
直して命の尊さを知的に理解することをねらいと
した。 
いきなり本題には入らず，自分の一番大切な人
が誰であるのかを真剣に考える雰囲気を作るため
に，まず，『ロード』(27)という曲を聴く。この曲
は自分の大切な人を突然失った悲しみを実話に基
づいて歌った曲である。特に，大切な人を失った
後に「何でもないような事が 幸せだったと思う 
何でもない夜の事 二度とは戻れない夜」と続く
歌詞に注目させる。そして，日常生活で気にかけ
ず見過ごしているようなことに，目を向けさせ，
自分のことを一番思ってくれる人は誰なのか，自
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分の一番大切な人は誰なのかを考える導入とす
る。 

次に，実際に生徒に自分が一番大切だと思う人
を頭に思い浮かべさせる。ここでしっかりと大切
な人を浮かべることが出来るかが，以後の授業の
深まりに影響を与えると考えられる。 
次に，生徒の感性を刺激し，既存の「生命尊重」
の価値を揺さぶるために，その大切な人に値段を
つけるといくらになるかという衝撃的な質問を生
徒にぶつける。そして，人の命に値段をつけると
いう生徒の常識では理解しがたい質問に反発する
感情を生かし，「人の命はかけがえのないものであ
る」という価値を感性的に理解させる。 
さらに，人の命はモノではないことを実感させ
るために，人体をモノに換算したときの値段（5000
円）(28)を生徒に伝える。 

 

 このとき，人体を原料にしてできるモノとその
数を，カードに分けて書いておき，生徒と指導者
とが，会話をやり取りしながらカードを順次黒板

にはっていく。そうすることで，生徒の興味が引
き出され，最後の 5000 円という値段が印象深くな
るためである。写真③は，カードを黒板にはる様
子である。そして，なぜ 5000 円という値段では自
分が納得しないのかをじっくりと考え，生命の尊
さの感性的理解から知的理解へと促す。 
 最後に，２種類の新聞記事を読む。一つは，い
じめで自殺をした中学生の記事(29)『「いじめ」で
中３自殺』，もう一つは，飛行機事故で父親を失っ
た小学生の記事(30) 『お父さんが小さなつぼに入
ってしまった。ぼくはとてもくやしい』である。 
この２種類の新聞記事は，防ぐことのできる

「死」と，防ぐことの出来ない「死」という両極
端の内容である。後者の記事のなかで，小学生の
作文が紹介されているが，その一文である「い品
はほとんど帰ってきたけど，お父さんは帰ってこ
ない。ぼくはすごくくやしい」のところに注目さ
せ，防ぐことのできない「死」による，残された
家族の悲しみをしっかりと考えさせ，自ら命を絶
つことへの警鐘としたい。 

そして，これらの記事から，さらに生徒の「生
命尊重」という価値の知的理解を深める。 
②『人権学習』の様子 
 研究の依頼をした中学校では，フィールドワー
クで，『ピースおおさか』と『リバティおおさか』
を訪問し，そこで，ワークシートにしたがって「被
差別部落と身分」「性と差別」「在日コリアン」「沖
縄・アイヌ民族」「身体文化と環境」「戦争」の分
野について学習をした。校外学習後，グループで
人権について自分たちが調べたことや，考えたこ
となどを冊子という形でまとめた。 
③事後道徳『命を大切に』の授業の展開 
 最初に導入として，自分が親（家の人）にとっ
て大切な存在であることを感性的に捉えさせるた
めに，「家の人が自分を育てるために，今までどの
ようなことをしてくれたのか」を考えさせる。ま
た，親にとって自分の子どもの命は自分の命と同
じくらい重大なことであることを理解するため
に，「自分がすることで家の人が悲しむことは何

（資料）『ロード』の歌詞の一部（下線は筆者による） 

冬も終わりに近づき 借りたての部屋の中 

突然闇に落とした 悪夢のような電話 

病室のベットの上 まるで子供のように 

微笑みを浮かべたまま 眠れる森の少女 
 

ちょうど一年前に この道を通った夜 
あの時と同じように 雪がちらついている 

 
何でもないような事が 幸せだったと思う 

何でもない夜の事 二度とは戻れない夜 

（資料）人体を原料にしてできるモノ 
・ 脂肪…せっけん７個分 
・ 炭素…鉛筆の芯 9000本分 
・ リン…マッチの頭 2200個分 

以上のモノをお金に換算すると 5000円 

（資料）『お父さんが小さなつぼに入ってしまった。ぼくはと

てもくやしい』の作文から一部抜粋（下線は筆者による） 

 お父さんじまんのアタッシュケースも見つかった。このあ

けかたは，ぼくとお父さんとおねえちゃんしかしらないもの

だったのにそのひみつのぶんがなかった。おとうさんのてい

き入れもみつかった。その中には，ぼくとおねえちゃんのし

ゃしんがあった。い品はほとんど帰ってきたけどお父さんは

帰ってこない。ぼくはすごくくやしい。 

写真③「黒板にはられたカード」 
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か」を考えさせる。 
 次に，フォトランゲージという参加型の手法を
用い，寝たきりになっている自分の娘に，おかゆ
を食べさせるおばあさんの写真の上半分を生徒に
見せ，おばあさんが何をしているのかを想像させ
た後，写真の全体を見せ，写真の説明をする。(31) 
 ここでフォトランゲージという手法を用いるの
は，生徒が写真という斬新な資料にひきつけられ，
今までの道徳の時間に対する固定したイメージに
拘束されることなく，自由な発想で思ったことを
発言する雰囲気を期待してのことである。 
次に，おばあさんが，自分がガンのために入院
する朝まで娘の介護をするという行為を，なぜで
きるのかを考えさせることで，写真を見て，感性
的に親の愛を捉えていた生徒の理解は，知的なも
のへ発展する。 
 そして，自分の命の大切さを理解した後，自分
以外のすべての人の命もかけがえのないものであ
ることを考える。まず，自分の隣に座っている人，
自分と同じ班の人，クラスの人と視野を広げるこ
とで，自分以外の人もまた，誰かにとって大切な
存在であることに気づかせる。そして，自分の命
を大切にするように，自分以外の人の命も大切に
しなければならないことを実感させる。また，命
を大切にするということが具体的にどのようなこ
とをさすのかを考えるために，自分の命や他の人
の命を大切にしない行為にはどんな行為があるの
か，考えさせ，価値の知的理解を深める。 
最後に，冗談のつもりでしてしまった行為が，
人の命にかかわる事件となり，多くの人を悲しま
せることになった資料『冗談のつもりが』を読む。 
この資料は，実話に基づく自作資料であるが，
学校生活で日常的に起こりうる話であり，生徒は，
怪我をさせた生徒，怪我をした生徒のどちらの立
場も，自分のこととして実感できると考えられる。
そのため，どちらの立場の生徒にも，彼らを心配
する親がいることは，無理なく理解できるであろ
う。そこで，資料のなかでも，とくに，「誰だって，
誰かのかけがえのない大切な人なのですから」と
いう箇所に注目させ，「自他の生命尊重」の「他」
の部分をしっかりとおさえ，価値の知的理解の定
着をめざす。 

（略） 

もう少し病院にくるのが遅ければ，命もあぶなかった。 

（略） 

死の危険にさらされたＡ君はお父さんお母さんにとって，か

けがえのない大切な存在です。Ａ君のお父さんやお母さんは，

耐えられない悲しい思いをされたことでしょう。そして，Ｂ君

やＣ君も彼らのお父さんやお母さんにとって，かけがえのない

大切な子どもです。Ｂ君やＣ君のお父さんやお母さんは，Ａ君

の回復を祈りながら，この事故によって，自分の子どもがどん

な立場に立たされるのか，回りからどんなことをいわれるの

か，そして，自分の子どもはこれらのことを，どうやって乗り

越えていくのかということも心配しておられるのです。 

冗談のつもりでやったことが，これだけ多くの人を悲しませ

てしまいました。私は，この事故以来，人の命の尊さを，今ま

で以上に強く感じるようになりました。 

みなさんも，命を大切にしてください。そして，自分の命を

大切にするように，自分以外のすべての人の命も大切にしてく

ださい。誰だって，誰かのかけがえのない大切な人なのですか

ら。 

 
（２）ユニット「人権学習」の分析と考察 
ここでは，ユニット「人権学習」のそれぞれの
実証授業を時間を追って，分析し考察することで，
その有効性と今後の課題を述べることにする。 
①事前道徳『いのちの値段』 
最初に聴かせた『ロード』は，生徒の心に響く
ものがあったようで歌詞を追いながら真剣に聴き
入っていた。自分の一番大切な人を思い浮かべる
雰囲気ができたと思われる。 
そこで，生徒に自分にとって一番大切な人を一
人だけ頭に浮かべさせてみると，「お母さん」や「お
父さん」などの家族，友人などを思い浮かべてい
た。指導者が「お母さん」と答えたある生徒に理
由を尋ねると，「お母さんは自分を生んでくれた
し，お母さんがいなかったら，自分は生まれてこ
なかったから」と答えた。すると，一番大切な人
と言われて，ふと頭に浮かんだ人が母親であった
ことから，あまり理由を考えずに「お母さん」と
ワークシートに記入した生徒たちが，自分の心を
うまく表現したこの理由を聞き，大きくうなずい
ていた。 
 その後の「その大切な人に値段をつけるとした
らいくらですか」という生徒の価値観を揺さぶる
質問には，戸惑いを隠せない様子であったが，あ
えて値段をつけるように指示すると，自分の知っ
ている限りの大きな金額を書いたり，無限大を表
す「∞」のマークを書いたり，自分の命と引き換

（資料）『冗談のつもりが』の一部（下線は筆者による） 

 ある日の休み時間のできごとです。Ａ君が友達と鬼ごっこを

して走っていました。それを見ていたＢ君とＣ君は，冗談のつ

もりで，走ってくるＡ君の前に自分の足を出して，Ａ君を転倒

させました。Ａ君はおなかから地面にたたきつけられました。 
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えにと書いたりしていた。生徒は，そう書くこと
によって，自分の大切な人に値段をつけるという
行為を否定する気持ちを表していたように思われ
る。中には，「その人たちに値段なんてつけられな
いと思う。人間の温かい心，笑顔すべてが世界で
たった一つの宝物だから」と書いている生徒もい
た。 
次に，人間をモノとしてお金に換算した場合の
値段（5000円）を指導者から聞くと，生徒は直感
的に「安い」「安すぎる」と不満の声を上げた。  
そこでなぜ安いと感じるのか，5000円という金

額をどう思うのかについて考えさせ，価値の知的
理解を求めた。その生徒の意見を紹介する。 

今までの自分の価値観が命に値段をつけるとい
う行為で揺さぶられた生徒は，その理由を自己の
内面で自分と対話しながら考えていった。そして，
人の命がお金では買えないこと，命は他のモノと
は比べることができない次元のものであることを
知的に理解していったと思われる。 
最後に防ぐことのできる「死」と，防ぐことの
できない「死」を取り上げた新聞記事を読んだと
ころ，生徒の「生命尊重」という価値に対する知
的理解は更に深まったようであった。生徒の感想
の中から，いくつかを紹介することにする。 

 
 

（４） 
・大切な人をよく考えて，やっぱり大切な人は，親だとわかっ 
た。だって，親がいなかったら，私はいなかったし。ここま
で大きくなれたり，色々教えてくれたりしたのも親だから。
これからは，もっと，お母さんを大切にしたいと思う。 

これらの生徒の感想文を読んでみると，(1)のよ
うに，命の大切さを痛感したもの，(2)のように， 
命を失うことは，個人の問題ではなく，その人を
大切に思っている人たちをも巻き込むものである
ことを感じたもの，(3)のように命の大切さを知っ
たうえで，生きている「今」を大切にしようと思
ったもの，(4)のように尊い命を与えてくれた親に
感謝の気持ちを表しているものなどがあった。 
 いずれの感想文からも，本時の「人の命は唯一
無二であり，なにものにもかえることはできない
ことを理解し，自他の生命を尊重する態度を養う」
というねらいが感性的理解から知的理解へ発展し
ていることが読み取れる。ただし，「自他の生命」
の「他」の部分についての価値の自覚はあまり感
じられなかった。この部分については，事後道徳
で深める必要があると感じた。 
②体験『人権学習』 
さまざまな人権問題について，学習する中で，
事前道徳で自覚した価値観が生かされていると思
われる生徒作文をいくつか紹介する。 

（１） 
・道徳の勉強をして，「命」って，とても大切なものだという
ことがよく分かった。人間の命は，お金にも代えられないも
のだし，その命がなくなると，たくさんの人たちを苦しめる
ことになる。私にとって，大切な人，それは世界中の人たち
です。 
・過去に出会った人たちも未来に出会う人たちも大好きで 
す。みんな同じ人間だから。みんな「生きているから」。で
も，それをふみにじる人たちのことは許せません。「命」と
いう宝物をこれからも，大切に大切におもっていきます。  
・命は簡単に失うことができるが，思い出は計り知れないもの
だから，だから，もっと命を強く，たくましくしてほしい。 

・一人一人の大切さや，大切な人のかけがえのなさを知った。 

（２） 
・人の命がすごく重いということが改めて分かりました。人が 
死ぬということは，周りの人がすごく悲しむということに気
づいた。 

（３） 
・人の命は，はかないものだと思った。今，生きていることを 
大切に思わないといけない。 

・何気なくすごしている，この時間の一秒一秒がものすごく大
切なんだと思った。 

・人の命はすごく尊いということがわかった。亡くなったとき
に，ああすればよかったと後悔したくないから，生きている
間に，精一杯，その人のためになることをやりたいと思った。 

（１） 
・今回の人権学習で，私は多くのことを学びました。勉強だけ
でなく，人の気持ちも分かる人になりたいです。 

・今まで，困っている人を見ても見て見ぬふりをすることが多
かったけど，これからは，困っている人がいたら，できる限
り助けようと思う。それが，今，自分にできることだと思う。
あと，人の傷つくことを言わないことと，人の気持ちをよく
考えられる人になろうと思う。 

・ちょっと，冗談で言ったことでも，相手はすごく傷つくかも
しれないから，もっと考えてものを言うようにしなくちゃい
けない。 

・自分たちに，何ができるかよくわからないけど，自分は今ま
で，差別とかしてきたことがいっぱいあるから，これからは
差別とか絶対にしないようにしようと思いました。やっぱり
自分も差別とかされたら絶対いやだし，さびしいし，悲しい
し，むかつくし。あと，自分じゃなくて，差別をしている人 

・ 人には命があるから，お金にはできない。 
・ 大体，人を原料にしてモノを作ること自体が変だと思う。
・ どんなに安くても高くても，人に値段をつけて買ったり，

売ったりするのはだめだと思う。 
・ 命はお金では買えないし，大体人間はお金には代えられ

ない。 
・ この世界中のお金を集めても絶対足りない。 
・ お金ですむ問題じゃない。 
・ 命と金は価値が違い過ぎる。 
・ 人にはそれぞれ個性があるし，個性は他の人には真似で

きないし，世界で 1 人しかいないのに 5000 円は安すぎ
る。 



中学校道徳 29 
 

これらの感想文をみてみると，(1)のように，自
分の周りにいる人を尊重しようという気持ちの表
れているもの，(2)のように自分を生んで，大切に
育ててくれている親に感謝しているもの，(3)のよ
うに，人類の平和という大きな視点で捉えている
ものがあった。いずれも，生命尊重の価値観が基
盤にあると思われる内容であった。特に，(2)の親
に対する感謝が感じられる感想文は，事前道徳で
自覚した価値観が大きく影響しているのではない 
だろうか。 
③ 事後道徳『命を大切に』 
はじめに親の愛情を感性で理解させることがね
らいである設問「家の人があなたを育てるために，
どのようなことをしてくれましたか。」を生徒に投
げかけた。すると，「自分に命をくれた」に始まり，
「おむつをかえてくれた」「言葉を教えてくれた」
「食事を作ってくれた」など，書ききれないとい
う声と共に，生徒は，親が今まで自分にしてくれ
たことの数々を思い出していった。ある生徒が「怒
ってくれた」と言うと，他の生徒はその言葉に驚
きと同時に，納得の気持ちがあったらしく，「それ
いいな」とつぶやく生徒もいた。日頃，親が自分
のことを怒ることに煩わしさを感じている生徒
が，それは，自分のためであることを自覚した様
子だった。 
同じく生徒の感性的理解を促す次の設問「あな
たがすることで，家の人が悲しむことには，どの
ようなものがありますか」を行った。ここでは，
「家出」「自殺」「人を傷つける」「犯罪」などが挙
げられたが,指導者が「その中で，親が一番悲しむ
のはどれですか」と問いかけると，「自殺」という
返答が瞬時に，複数の生徒の口から挙げられた。
親が一番悲しむことは子どもの命にかかわること

であるということが当然であるという雰囲気だっ
た。 
次に，ガンにおかされたおばあさんが，寝たき
りの娘に食事を与えている写真をみた生徒に「お
ばあさんがとった行為を，どう思いますか」とい
ういう感性に訴える設問を投げかけたところ，「素
晴らしい行為だ」「二人ともが幸せに暮らせる方法
はないのか」「おばあさんは，娘のためにも，もっ
と自分の身体を大切にしなくてはならない」の３
通りの意見に分かれた。いずれも，親の子どもに
対する無償の愛を感性的に理解している内容であ
った。ワークシートから，意見を紹介する。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また，写真④は，おばあさんの写真を拡大し，
黒板にはった様子である。写真を拡大し，生徒に 
提示したのは，生徒の印象を強めることで，興味・
関心を高め，指導者の問いかけに集中して考える
ことができるためであったが，生徒の反応は，予
想通りであった。黒板いっぱいにはられた写真を
食い入るように見ながら，おばあさんが何をして
いるところか，口々に，発言していた。そして，
写真の全体を見た後も，その姿に感動している様
子が見られた。 
これらの生徒の感想をお互いに聞きあいなが

ら，指導者からのメッセージである『子どもは親
にとってかけがえのない大切な存在です。…（略）
…あなたの命はあなただけのものではなく，あな
たを愛してくれる人にとっても，大切なものなの

や，されている人を見るのもいやだから，みんな差別とかす
るのをやめていってほしいなぁと思いました。 
（２） 
・私は，こんな幸せな時代に生まれたのだから，精一杯親孝行
しようと思う。なにか，家族って温かいと思った。 
・とりあえず，差別せぬよう，親不幸者にならぬようがんばる。 
・やっぱり，親っていうのは，かけがえのない大切な人かなっ
て，あらためて思った。 
（３） 
・私は本当にこの時代に生まれ，平和に暮らせることを幸せに
思います。 
・あとは世界中が，平和になってほしいです。絶対。 
・戦争とかしてもなにも残らないし，みんなが悲しんだりする
だけだから，みんなが楽しく過ごせて，幸せに暮らせるよう
な世界になってほしいなぁって思いました。そうなったら，
言葉の壁などもなくなると思います。 
・戦争は人が死ぬだけでなく，人と人との交流をもこわし 
てしまうものだと思った。 

・おばあさんは，娘のことをとても大切にしている。自分の
子どもがどんな病気であろうと，親は子どもを守るんだと
思った。 
・自分の命を縮めてまで，世話をするのは，よっぽど大切な
人でないとできないと思う。 

・親ってすごいなぁと思う。親は自分の子どものことがとて
も大事なんだなぁ。 

・自分が生んだ子どもだからできるんだと思う。自分の子ど
もじゃなかったら，そこまで世話することはできないだろ
うなと思った。だから，親にとって，子どもはかけがえの
ない存在なんだと思った。 

写真④「写真を拡大し，黒板にはった様子」
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です』を聞いた生徒は，知的理解により，命の尊
さを今までより深く自覚したようであった。 
 次に，生徒は自分の周りに座っているクラスメ
ートの顔を見るように指示された後，『ここにいる
すべての人は，誰かにとって大切な人だ』という 
メッセージを聞くと，今まで，すべての人の命を
大切にしようと言われてきたことが，実感として
とらえられたようであった。その後の資料『冗談
のつもりで』を読んだ後の感想文では，自他の生
命尊重が生徒の内面で自覚されたことが表れてい
た。その中のいくつかを紹介する。 

ほとんどの感想文から，自分の命の尊さから自
分以外のすべての人の命の尊さに視点が発展して
いることがわかる。本時の「自分を含むすべての 
人は，誰かの大切な人であることを理解し，すべ
ての人の命を唯一無二でかけがえのないものとし
て尊重する態度を培う」というねらいが知的理解
のもと，達成していることがわかると思われる。 
今まで感性的理解をしていた「自他の生命を尊重
する」という価値観が，道徳の時間を通じて揺さ 
ぶられ，新たな視点で生命の尊さを知的に理解し，
これからの自分の生き方に反映していこうとする 

様子がわかる。生徒は，「生命尊重」という道徳的
価値を自己の内面で深く自覚し，実践力へと発展
させようとしている。 
④ユニット「人権学習」の分析と考察 
 ユニット「人権学習」では，「人権の基盤にある
『生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生
命を尊重する』態度を養う」というねらいのもと
に実施した。事前道徳，人権学習，事後道徳とい
うそれぞれの時間の流れのなかで，お互いの時間
がどのように関連をもち，ユニットとしての有効
性があったのかを，生徒Ｈさんのワークシートで
分析したいと思う。 
事前道徳『いのちの値段』でＨさんは，一番大
切な人を「お母さん」と考えた。しかし，そのお
母さんに値段をつけるという行為を指示されたＨ
さんは，自分のいままでもっていた価値観を揺さ
ぶられ，戸惑っている。それが，値段をつけられ
ずに，「∞（無限大）」のマークを書いたことで分
かる。そして，人に値段をつけることを感性で否
定したＨさんは，5000円という人をモノに換算し
た値段を聞き，「いろいろなことを教えてくれた
り，あたしのためになるようにがんばってくれる 
から。お金には代えられない」と感性で受け止め
ていた価値を知的に理解し始めている。 
そして，Ｈさんは，校外学習のフィールドワー
クで人権にかかわる問題に触れ，そのなかでも，
特に，戦争で離れ離れになった親子の問題に関心
を持ち，事前道徳での価値の気づきのもとに，親
の命を大切にしようとする気持ちを抱いている。 
さらに，事後道徳『命を大切に』では事前道徳
と体験による連続した「生命尊重」の思考が，価
値の知的理解により深まっている。その価値は自
分の命にとどまらず，感想文の中の「どんな人で 
も，その人をとても大切に思っている人がきっと 
いるんだと感じた」でわかるように，自分以外の
すべての人に向けられている。さらに，「だから，
けがをさせたり，ひどいことを言ったりとか，絶
対にしてはいけないんだと思った。」でわかるよう
に，道徳の時間が心に響いたことにより，自覚し
た価値をこれからの自分の生き方に反映させよう
とする意欲や，道徳的実践力へと発展しつつある
ことが読み取れる。 
 また，「人権学習」という体験は，道徳の時間に
価値を内面において深く自覚することに生かされ
ているのと同時に，それ自体も事前道徳と事後道
徳によって，一層の深まりをもち，充実した内容
となり，自己の内面に意味ある経験として蓄積さ
れているのである。 

・命は本当に大切なんだと思いました。親に注意されるのが，
正直「うるさいな」とか思っていたけれど，その注意は私の
命のことを思って言ってくれるのだと，今日の授業で思いま 
した。私が悲しむことは，親も同じくらい悲しんでくれるん
だろうなと思いました。私の命は親の宝物なんだろうなと思
いました。 

・今日の道徳で，私は誰かを必要としているのだったら，私も
誰かにとって，必要な人間なのかなってあらためて思いまし
た。この世に生まれたこと，そして生きているということが，
やっぱり意味があるんだとおもう。やっぱり，自分勝手に生
きているのって，だめだと思う。それに，自分勝手に死ぬこ
とも許されないと思った。 

・今日の道徳は『命を大切に』という題名だった。命が大切な
ことは誰だってわかっている。けど，この授業をやって，も
っともっと，命の大切さがわかったと思う。命は一人に一つ
ある。その命が終わったら，それで人生も終わる。それだけ，
命が大切なのだと思った。簡単に死にたいと思うのはいけな
い。 

・僕はよく冗談でサッカーのパスを失敗したときや，点数が低
いときに「死のかな」と言います。でも，今日の道徳で，そ
の言葉がどんなにあほなものなのかわかった。死ぬことで，
他の人が喜んだり，笑ったりする人なんかいない。死ぬこと
で得られるのは，悲しみです。それも，とても重い重い悲し
みです。あと，僕は，友達などに，むやみに「死ね」って言
わないようにします。一人一人に対して大切に思う人がいる。 
それを思えば簡単に「死ぬ」とか「死ね」とかいえないはず
です。 
・自分にとって大切だと思わない人でも，誰かにとっては大切
なのかも…なんてことは今まで一度も考えたことがないと思 
う。けれど，その通りだと思う。ということは，大切じゃな
い人は，この世にはいないんだな。 
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以上のように，ユニット「人権学習」では，生徒
の中で生命尊重の思考が連続し，価値の感性的理
解と知的理解の双方向の働きによって，時間を追
うごとに，その自覚が深まった。そして，道徳の
時間そのものと道徳の時間へのアプローチの工夫
により，道徳の時間が心に残り，道徳の時間に 

心を揺さぶられ，動き，自己の内面との対話によ
って，心に響く時間になったことで，「よりよく生
きる力」という道徳的実践力につながっていくの
である。 
しかし，ユニット「文化祭」と同様に，生徒に，
ユニットとして学習していることを伝えていない 
ために，それぞれの時間を単独に捉えていた生徒
も多くいたと思われる。生徒にユニットとしての
連続性を伝えなかったのは，事前に指導者の意図
がわかっていることにより，生徒の自由な発想を
遮るのではないかと危惧したからである。道徳の
時間を楽しくないと捉えている生徒は，その理由
にその時間の展開がわかってしまうことを挙げて
いる。つまり，指導者が生徒に求めているものが，
わかってしまうとき，生徒はその時間に魅力を感
じなくなるのではないかと考え，あえて，ユニッ
トを意識させなかった。そのなかで，生徒が自ら
何らかのつながりを感じ取っていけば，それでい
いのではないかと考えたのである。 
しかし，実証授業を通じて感じたのは，それぞ
れの時間において，生徒が楽しい，ためになった
と思うのは，ユニットの意識の有無ではないので
はないかということである。指導者の意図がわか
っていても，その時間に生徒にとって，新たな発
見や，心を揺さぶるものがあったなら，生徒は充
実した時間だと捉えるのではないだろうか。 
第 1章第 1節（２）「道徳の時間の現状」のとこ

ろで，タテマエの道徳の時間について触れたが，
このタテマエの道徳の時間とは，心を動かされる
ような新たな気づきのないままの授業のことであ
る。つまり，結論がわかっていたとしても，生徒 
の心を揺さぶるものがあれば，むしろ，ユニット
としてのねらいを明確にし，的を絞った授業にし
ていくことで，生徒の価値の自覚が，一層深まる
こともあるだろうと思われる。 
 
(24)倉木麻衣『Perfect Crime』GIZA studio  

SRCL4768 2001 
(25)『ひらがなタイムズ』ヤック企画 1995 
(26)別技篤彦『理解されないニッポン』祥伝社 1988 

p.177 
(27)虎舞竜『ロード』日本クラウン MEDR10032 1993 
(28)一円玉倶楽部編『ＭＯＮＥＹ無用の雑学知識』ＫＫベ
ストセラーズ p.16 

(29)『読売新聞』1985/9/27付 
(30)『毎日新聞』1985/9/3付 
(31)大江浩光『今を生きる人々に学ぶ―「生きる力」を育
てる道徳授業―』明治図書 1999 p.27 

Ｈさん 
▽ 事前道徳『いのちの値段』より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▽ 『人権学習』の感想分より（抜粋） 
 
 
 
 
▽ 事後道徳『命を大切に』より 
 

お母さん 

（設問）その大切な人に値段をつけるとしたら，いくらで

すか。

∞（無限） 

（設問）先生から聞いた値段を聞いてどう思いますか。 

やっぱり，5000 円とか値段の問題じゃないと思う。いろ
いろなことを教えてくれたり，あたしのためになるように

がんばってくれるから，お金には，代えられない 

（感想）私が生きている間に，お母さんはいつか死んで

しまうだろうから，どうしようと思う。とにかく，親孝

行したい。 

やっぱり，お父さんとお母さんを大切にしなければなら

ないと思いました。親って，やっぱり大きい存在なんだ

と感じた。 

（設問）おばあさんがとった行為を，どう思いますか。 

自分がぼろぼろになっても，娘のことを守っていて，母

親ってすごいんだと思った。娘さんは，障害をもってい

るから，会話もできないし，一緒に歩いたりできないし，

自分がいっぱい世話をしてやらなければならないけど，

それでも母としてとても深く愛しているのだと思った。

それで，自分が守らなければいけないという気持ちがあ

ると思う。 

（感想）自分の命も大切だし，周りのどの人の命も大切

なんだなと思った。だから，けがをさせたり，ひどいこ

とを言ったりとか絶対にしてはいけないんだと思った。

どんな人でも，その人をとても大切に思っている人がき

っといるんだと感じた。 

（設問）あなたが自分にとって，一番大切だという人を一

人だけ書いてください。 
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おわりに 
本研究では，道徳の時間そのものの改善ととも
に，体験を道徳の時間に生かすというアプローチ
の工夫を組み入れて，道徳の時間を心に響く時間
とすることを試みた。その結果，道徳の時間に体
験を生かした有効性は，次の３点に要約できるの
ではないかと思われる。 
まず第１に，ユニットで，事前道徳，体験，事
後道徳という流れを踏んだことで，生徒の思考に
連続性が生まれ，価値の自覚が深められたことで
ある。事前道徳で自覚した価値が，体験という実
践の場で，感性的理解によってさらに深まり，一
人一人の生徒が深めた価値を事後道徳で，補充，
深化，統合することで，自分の生き方に反映しよ
うとする意欲や，態度が身についたことである。  
第２には，生徒に共有する学校生活の身近な体
験を生かしたことで，生徒相互の意見交換におい
て，深まりと広がりが生まれ，生徒が自己の内面
で自分自身と深く対話することができたことであ
る。自己の内面で深く対話した価値は，心に響く
道徳の時間には，欠かすことのできない要素であ
る。 
第３としては，体験がその場限りで終わること
なく，道徳の時間を通じて，意味ある経験として
生徒のうちに蓄積されたことである。生徒が自分
の人生をよりよく生きていこうとするとき，経験
化された体験は，その基盤となるはずである。 
以上のような体験を生かした道徳の時間の有効
性のもとに，生徒は，道徳の時間を心に響くもの
として受け止め，道徳的価値の自覚を深め，それ
を自分の生き方に反映させようとする意欲や態度
を身につけたことは授業中の発言やワークシート
の記述などから実証されている。 
また，一方で，今後の課題もみえてきた。今回
の研究では，道徳の時間へのアプローチの工夫の
一つとして，体験を生かし，道徳の時間を自分の
こととしてとらえ，自己の内面と深く対話するこ
とで，価値の自覚を深めることをねらいとした。
しかし，今回，取り上げた体験は，学校教育のな
かでも，特別活動の領域の体験との結びつきが多
く，その他の領域や時間，日常生活での体験との
結びつきが少なかった。 
そのため，第２章第２節（２）「体験と内容項目
との関連」で述べたように，「愛国心」や「国際理
解」などの内容項目が体験と結びつきにくく，1
年間の学習プログラムを開発する際に，ねらいに
偏りが生じた。 

 今後，道徳の時間の発展と，より一層の充実を
図るためには，道徳の時間と他の教育活動との関
連をどのように図っていくかを研究することが重
要ではないかと思われる。 
とくに，総合的な学習の時間では，「自己の生き

方を考えることができるようにすること」がねら
いとして明示されており，またそこで行なわれる
学習活動の例示としては，「国際理解，情報，環境，
福祉・健康などの横断的・総合的な課題，生徒の
興味・関心に基づく課題，地域や学校の特色に応
じた課題など」学校の実態に応じた学習活動が幅
広く行なえるようになっている。つまり，総合的
な学習の時間においては，そのねらいにおいても，
そのねらいに迫るための学習活動においても，道
徳教育にかかわる学習を中心に展開することが可
能となっているのである。 
そして，この総合的な学習の時間と関連をもっ
た道徳の時間は，これらの学習活動での貴重な体
験を，その場限りのものにせず，生徒が自己課題
をもって取り組み，生徒のうちに蓄積させていく
ことにおいても，担う役割は大きいと思われる。 
また，最近，小学校を中心に広がりつつある「総

合単元的な道徳学習」，つまり，生徒の課題意識を
重視し，道徳の時間を核として，各教科・特別活
動・総合的な学習の時間などの教育活動との関連
を密にした道徳学習も，今後の道徳教育の発展に
とって，大きな力になると思われる。 
今回，「道徳」の研究の機会を与えられた。文献
を読んだり，道徳の授業を見せていただいたりし
た中で，自分の反省を含め，痛感したことは，道
徳の時間での指導者の姿勢である。つまり，指導
者が生徒と真剣に向き合うことの大切さである。
指導者自身もまた，不安や悩みを抱え，葛藤を続
けている一人の人間である。指導者は，人生の先
輩として，生徒に今までの自分の生き方からアド
バイスすることはできても，これこそが「よりよ
い生き方」であるとは，言い切ることができない。
道徳の時間は，そういう指導者と生徒が，ともに
自分の人生を「よりよく生きる」ことをめざして，
真剣に，悩み，考えていく時間とならなければな
らないと感じた。そして，こういった指導者の姿
勢もまた，道徳の時間の改善の大きな要素ではな
いかと思った。生徒と共鳴しあい，共に歩む心を
忘れないようにしたい。 
最後に，本研究をすすめるにあたり，ご協力を
いただいた陶化中学校ならびに久世中学校の教職
員の方々に，心から感謝し，ここにその意を記し
ておきたい。 


